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小国町地域創生総合戦略策定のための住民等意識調査の結果について 

 

１．調査の概要 

 

地方版総合戦略では、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が示す４つの基本目標、すなわち「地

方における安定した雇用を創出する」、「地方への新しい人の流れを創出する」、「若い世代の結婚・

出産・子育ての希望を叶える」、「時代に合った地域をつくり、安全なくらしを守るとともに、地域

と地域を連携する」の各分野の施策を幅広くカバーすることが求められる。また、地方版総合戦略

の策定に際しては、各世代の地域住民や産官学金など様々な分野の関係者の意見を反映することが

重要とされている。 

このため、将来の地域づくりに向けて幅広い世代の住民のニーズを把握し、小国町地域創生総合

戦略の策定に反映するため、中学生以上の全町民を対象とした意識調査を実施した。 

また、全国的に人口減少・高齢化が進む中で、その傾向がより顕著である小国町において地域の

活力を取り戻すためには、特に U ターンをはじめとする地域外からの移住・定住の促進をより積極

的に図ることが重要となる。そこで、町民を対象としたアンケート調査に加え、小国町出身者にも

アンケート調査を実施し、将来的な移住意向や望まれている地域づくりの方向性等に関し、幅広い

意見を把握した。 

 

表－１ 住民等意識調査の実施概要 

調査の種類 ①一般住民調査 ②中学生・高校生調査 ③小国町出身者調査 

調査の対象 小国町在住者 

（18 歳以上全員） 

小国町在住の中学生・高校

生全員 

山形おぐに会会員 

小国郷人会会員 

調査の方法 6/17 駐在員文書にて各世帯に必要票数（住基ベース）配布 

各家庭にて一人ひとり回答の上、世帯分をまとめて隣組長に

提出（6/28 まで）、7/1 に駐在員経由で回収 

6/18～22 両会の会員宛に

郵送配布 

郵送回収（6/30 投函〆切） 

配布対象数 対象世帯：全 3,018 世帯 

対象：全世帯人員 6,907 人 

対象世帯：392 世帯 

対象：全中学・高校生 472人 
349 人 

回収数 回収世帯数：2,351 世帯 

回収票数：5,377 票（77.9％） 
回収票数：316 票（69.9％） 208 票（60.0％） 

有効回答数 白紙（無効票）：598 票 

有効回答数：4,779 票 

白紙（無効票）：19 票 

有効回答数：297 票 

白紙（無効票）：0 票 

有効回答数：208 票 

調査項目 ○属性 

○小国町の魅力・イメージ 

○日常生活の状況 

○これからのまちづくりにつ

いて 

○まちづくりの拠点施設につ

いて 

○属性 

○小国町の魅力・イメージ 

○地域活動等への参加状況 

○これからのまちづくりにつ

いて 

○まちづくりの拠点施設につ

いて 

○属性 

○小国町の魅力・イメージ 

○小国町との関わり 

○今後の小国町との関わり

に関する意向 

○まちづくりの拠点施設につ

いて 
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２．調査結果 

 

２－１．一般住民アンケートの結果 

 

（１）回答者属性 

 回答者の性別をみると、やや女性が多いが、男女ほぼ半数ずつであった。 

 回答者の年齢構成は、60 代以上が半数以上を占めている。 

 回答者の職業をみると、40 代までは「会社員」が半数以上を占めているが、50～60 代になると

「無職」が２割強と多くなり、70 代以上は「無職」が８割近くを占めている。 

 各世代とも、配偶者や子供がいると回答した人が半数以上を占めている。 

 

 

 

男性

46.3%

女性

49.8%

無回答

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q1 性別

20代未満; 1.1%

20代

5.5%

30代

8.8%

40代

12.7%

50代

17.0%

60代

21.1%

70代

18.2%

80代以上

13.6%

無回答

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q2 年齢

農林漁業; 2.4%

4.1%

4.1%

自営業; 3.9%

8.3%

4.0%

会社員; 53.6%

31.1%

0.9%

公務員

10.1%

3.4%

0.0%

3.6%

2.7%

0.1%

学生; 2.2%

0.0%

0.0%

4.3%

10.0%

5.7%

9.6%

11.4%

1.3%

3.1%

22.5%

無職; 76.7%

その他

5.5%

4.5%

2.1%

無回答

1.7%

2.0%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=1343)

50～60代

(N=1817)

70代～

(N=1520)

Q3 職業
専業主婦

団体職員 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ

無職

配偶者がいる; 59.9%

74.6%

56.0%

配偶者はいない; 38.0%

21.7%

32.8%

無回答

2.1%

3.7%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=1343)

50～60代

(N=1817)

70代～

(N=1520)

Q4_1 配偶者の有無

子供がいる; 57.8%

70.7%

50.3%

子供はいない; 42.1%

29.3%

49.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=1343)

50～60代

(N=1817)

70代～

(N=1520)

Q4_2 子供の有無
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 回答者の家族構成をみると、40 代までの比較的若い世代では、「二世代同居」が約半数を占め、「三

世代同居」も２割程度みられるが、年齢層が高くなるほど「一人暮らし」及び「夫婦のみ」の割

合が大きくなり、70 代以上では５割近くが「一人暮らし」又は「夫婦のみ」世帯である。 

 現在の住まいについて、小学校区単位でみると「小国小学校区」が約６割と大部分を占めており、

旧町村単位では、旧北小国村が２割弱、旧南小国村及び旧津川村が各 5～7％程度となっている。 

 回答者の約７割は小国町に「20 年以上」住んでおり、また 36.6％が転居経験はないとしているが、

町内で転居した経験がある人も 35.1％みられた。 

 

 

 

 

  

5.1%

8.4%

12.1%

夫婦のみ

11.8%

26.0%

32.4%

二世代同居

48.5%

41.1%

32.6%

三世代同居

21.3%

13.9%

11.3%

その他

7.8%

6.5%

4.7%

無回答

5.6%

4.2%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=1343)

50～60代

(N=1817)

70代～

(N=1520)

Q5_1 家族構成
一人暮らし

9.4%
全員75歳以上

7.8%

その他

46.3%

無回答

36.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q5_2 家族の年代
全員65歳以上

旧北部小

7.8%

旧沖庭小

9.8%

小国小

58.4%

旧玉川小; 3.6%

旧小玉川小; 1.6% 旧伊佐領小; 3.0%

叶水小; 3.5%

旧白沼小; 3.6%

無回答

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q6 現在地（小学校区）

5.1%

5年未満

3.1%

6.3%
20年未満

11.4%

20年以上

69.5%

無回答

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q6-1 居住年数

3年未満 10年未満

転居なし

36.6%

町内で転居

35.1%
13.1% 9.3%

無回答

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q6-2 転居履歴
町外から移住町外からUターン

旧北小国村

17.6%

旧小国町

61.3%
5.2%

旧津川村

7.0%

無回答

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q6 現在地（旧町村） 旧南小国村
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（２）小国町の魅力・イメージ 

Q7 あなたにとって、小国町の良いところは何ですか。（○は５つまで） 

 町の良いところとしては、男女とも「豊かな森林と水資源に恵まれている」が第１位に、「四季折々

に美しい景観に恵まれている」が第２位に、「大気汚染や水質汚染など公害が少ない」が第３位に

挙げられており、小国町が有する豊かでかつ良質な自然環境について高く評価されていることが

うかがえる。 

 上位３項目以外では、男女でやや差がみられる項目もみられる。「人情にあふれ人と人の温かいつ

ながりがある」点や、「自然の中でのびのび子育てができる」点については、男性よりも女性の方

が高い割合となっている。 

 一方、全体での割合自体は低いものの、「自然の中でいろいろな遊びやレクリエーションができる」

点や「住宅や土地が安く手に入る」点などについては、男性の方が女性よりやや高い割合となっ

ている。 

 

 

  

73.9%

31.8%

3.3%

8.6%

7.4%

20.0%

18.1%

14.2%

42.4%

12.9%

57.0%

12.3%

7.9%

3.0%

10.6%

2.9%

5.8%

68.9%

37.4%

2.7%

3.7%

5.3%

22.8%

25.8%

16.0%

41.5%

14.1%

62.8%

13.3%

6.8%

2.0%

6.7%

2.0%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80%

①豊かな森林と水資源に恵まれている

②人情にあふれ人と人の温かいつながりがある

③安くて新鮮な食材が手に入る

④住宅や土地が安く手に入る

⑤伝統文化や歴史資源が受け継がれている

⑥農作業などで土に触れあえる

⑦自然の中でのびのび子育てができる

⑧道路が広く渋滞が尐ない

⑨大気汚染や水質汚染など公害が尐ない

⑩都会ではできない仕事や生活ができる

⑪四季折々に美しい景観に恵まれている

⑫環境にやさしい暮らし方ができる

⑬農業などで歳をとっても暮らしていける

⑭スポーツ施設や交流施設が豊富にある

⑮自然の中でいろいろな遊びやレクリエーションができる

⑯その他

無回答

Q7 町の良いところ 男性(N=2211) 女性(N=2382)
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Q7 あなたにとって、小国町の良いところは何ですか。（○は５つまで） 

 町の良いところについて世代別で比較すると、自然の豊かさ（①豊かな森林と水資源に恵まれて

いる、⑨大気汚染や水質汚染など公害が少ない、⑪四季折々に美しい景観に恵まれている）や、

人々の温かいつながり（②人情にあふれ人と人の温かいつながりがある）については、特に高齢

世代の方が高く評価している。 

 また、高齢世代では、若い世代と比べると、「⑥農作業などで土に触れあえる」点や「⑩都会では

できない仕事や生活ができる」点、「⑬農業などで年をとっても暮らしていける」点など、農業を

中心とした生活についてプラスに評価する人が多いことが分かる。 

 一方、「自然の中でのびのび子育てができる」点や「⑮自然の中で色々な遊びやレクリエーション

ができる」点などは、40 代までの若い世代で比較的高く評価されている。 

 

 

 

 

69.0%

29.3%

1.9%

6.4%

6.3%

13.8%

32.1%

16.6%

30.3%

8.3%

51.8%

8.7%

2.5%

2.3%

10.5%

3.6%

5.1%

71.8%

31.5%

2.3%

6.4%

5.6%

21.5%

20.4%

14.7%

43.6%

12.8%

66.3%

12.5%

6.1%

2.3%

9.1%

2.3%

4.2%

72.6%

43.0%

5.1%

5.1%

7.1%

28.2%

14.5%

13.4%

50.1%

19.1%

58.9%

16.5%

13.2%

3.2%

6.4%

1.8%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80%

①豊かな森林と水資源に恵まれている

②人情にあふれ人と人の温かいつながりがある

③安くて新鮮な食材が手に入る

④住宅や土地が安く手に入る

⑤伝統文化や歴史資源が受け継がれている

⑥農作業などで土に触れあえる

⑦自然の中でのびのび子育てができる

⑧道路が広く渋滞が尐ない

⑨大気汚染や水質汚染など公害が尐ない

⑩都会ではできない仕事や生活ができる

⑪四季折々に美しい景観に恵まれている

⑫環境にやさしい暮らし方ができる

⑬農業などで歳をとっても暮らしていける

⑭スポーツ施設や交流施設が豊富にある

⑮自然の中でいろいろな遊びやレクリエーションができる

⑯その他

無回答

Q7 町の良いところ ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q８ あなたは、小国町にどんなマイナスイメージをお持ちですか。（○は３つまで） 

 町のマイナスイメージとしては、男女とも約６割超が「⑩雪が多い」と「⑤働く場が少ない」の

２点を挙げており、これらに次いで「③活気がない」点が４割近くとなっている。 

 「⑤働く場が少ない」は特に 60 代までの現役世代で高い割合である一方、「⑩雪が多い」は年代

が上がるにつれて割合が高くなっている。 

 

 

 
 

28.0%

18.3%

39.9%

12.2%

59.3%

8.5%

11.4%

9.6%

14.8%

60.9%

4.1%

5.7%

7.0%

3.4%

2.8%

25.4%

15.2%

38.1%

13.0%

60.5%

7.0%

7.8%

6.1%

12.2%

67.5%

6.6%

9.2%

8.5%

2.8%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80%

①田舎である

②都市的機能が尐ない

③活気がない

④鳥獣被害が多い

⑤働く場が尐ない

⑥人のつながりが尐なくなっている

⑦生活基盤の整備が遅れている

⑧産業振興や地域活性化に活かせる資源が尐ない

⑨地域づくりの人材が尐ない

⑩雪が多い

⑪芸術に触れる機会が尐ない

⑫人間関係が濃密で面倒

⑬集落や地域の慣習やしきたりに縛られる

⑭その他

無回答

Q8 町のマイナスイメージ 男性(N=2211) 女性(N=2382)

34.8%

28.4%

35.1%

5.3%

59.6%

3.5%

11.2%

7.1%

10.4%

54.0%

5.5%

13.5%

12.5%

5.3%

2.2%

23.6%

13.8%

44.7%

12.7%

67.6%

8.0%

9.7%

9.0%

14.4%

64.7%

6.1%

6.4%

7.0%

2.6%

1.1%

23.8%

9.3%

35.7%

18.9%

50.3%

11.3%

7.6%

7.0%

14.5%

73.6%

4.2%

3.1%

4.3%

1.5%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80%

①田舎である

②都市的機能が尐ない

③活気がない

④鳥獣被害が多い

⑤働く場が尐ない

⑥人のつながりが尐なくなっている

⑦生活基盤の整備が遅れている

⑧産業振興や地域活性化に活かせる資源が尐ない

⑨地域づくりの人材が尐ない

⑩雪が多い

⑪芸術に触れる機会が尐ない

⑫人間関係が濃密で面倒

⑬集落や地域の慣習やしきたりに縛られる

⑭その他

無回答

Q8 町のマイナスイメージ

～40代(N=1343)

50～60代(N=1817)

70代～(N=1520)
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Q９ あなたは、小国町に愛着を感じますか。（○は１つ） 

 男女とも約２割が「とても愛着を感じる」としており、「やや愛着を感じる」と合わせると、約

65％が町に愛着があると回答している。 

 「全く愛着は感じない」は、男女とも 5％前後（男性 6.2％、女性 4.9％）である。 

 世代別でみると、高齢世代になるほど「とても愛着を感じる」の割合が高くなり、70 代以上では

約３割が町に「とても愛着を感じる」としている。 

 40 代までの比較的若い世代でも、６割以上が愛着を感じる（「とても愛着を感じる」＋「やや愛

着を感じる」）としているが、愛着は感じない（「あまり愛着は感じない」＋「全く愛着を感じな

い」）という人も４割近くと、50 代以上と比べると愛着が薄い人の割合がやや高くなっている。 

 

 

 

 

 町への愛着について転居履歴とのクロスでみると、転居経験がない人が最も町に愛着を感じてお

り、町内で転居した人、町外から U ターンした人、町外から移住した人の順に愛着を感じる割合

が低くなる（逆に愛着を感じないという割合が高くなる）傾向が見て取れる。 

 

 
  

とても愛着を感じる

20.5%

20.6%

やや愛着を感じる

44.2%

45.5%

あまり愛着は感じない

26.1%

25.1%

6.2%

4.9%

無回答

3.0%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(N=2211)

女性(N=2382)

Q9 町への愛着 全く愛着は感じない

とても愛着を感じる
15.4%

17.8%

28.7%

やや愛着を感じる
46.2%

46.6%

40.9%

あまり愛着は感じない
27.8%

28.3%

20.5%

8.3%

5.4%

3.4%

無回答
2.3%

1.9%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代
(N=1343)

50～60代
(N=1817)

70代～
(N=1520)

Q9 町への愛着

全く愛着は
感じない

とても愛着を感じる

23.9%

20.0%

18.9%

14.4%

やや愛着を感じる

44.0%

46.8%

44.4%

42.6%

あまり愛着は感じない

23.2%

25.8%

29.2%

30.2%

4.5%

5.2%

6.3%

9.9%

無回答

4.3%

2.1%

1.3%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転居なし(N=1751)

町内で転居(N=1679)

町外からUターン(N=624)

町外から移住(N=444)

Q9 町への愛着×Q6-2 転居履歴 全く愛着は感じない
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（３）日常生活の状況 

Q１０ 小国町の生活環境について、あなたの満足度を教えてください。（○はそれぞれ１つ） 

 日常生活を送る上で、生活環境にどの程度満足しているか項目ごとに５段階で評価してもらった

ところ、道路や上下水道の整備状況、通信環境、除雪等の冬期交通体制などについては比較的満

足度が高くなっている。 

 一方、医療・福祉体制や買い物環境、娯楽施設の整備状況、公共交通等については、満足度が低

く、特に「身近に購入できる買い物の便利さ」については「やや不満」と「とても不満」を合わ

せると半数以上が不満としている。 

 

 

  

4%

11%

10%

4%
3%

3%

3%

6%
3%

2%

2%

2%

4%
1%

1%

1%

3%

2%

3%

2%

10%

40%

43%

42%

32%

25%

22%

22%

31%

21%

15%

21%

16%

34%

14%

7%

6%

24%

18%

25%

21%

38%

22%

24%

25%

37%

28%

30%

47%

31%

34%

37%

45%

30%

32%

23%

34%

41%

47%

51%

43%

51%

20%

16%

6%

9%

10%

23%

20%

11%

10%

14%

20%

10%

23%

11%

29%

25%

22%

8%

11%

12%

10%

16%

8%

5%

5%

4%

12%

15%

4%

5%

9%

8%

4%

17%

5%

22%

20%

15%

3%

3%

4%

3%

9%

9%

11%

10%

12%

10%

11%

14%

17%

18%

18%

18%

12%

16%

10%

14%

15%

15%

15%

12%

14%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幹線道路や生活道路の整備状況

上水道（簡易水道）の整備状況

下水・ごみ・し尿の処理

集会所などの整備状況

医療・保健・福祉施設の整備状況

休日や夜間等の救急医療体制

在宅福祉サービス等の状況

小中学校への通いやすさ

高等学校などへの通いやすさ

保育環境や子供の遊び場の充実度

子育てに対する地域の協力や理解

鉄道・バス等の公共交通の利便性

インターネットや携帯電話等の通信環境

身近に購入できる買い物の便利さ

日常的な娯楽の機会や娯楽施設の整備状況

芸術・文化に触れる機会や場所

自然環境の保全状況

伝統文化や祭り等の地域文化の保全や継承

洪水や土砂災害など災害に対する安全性

地域住民のコミュニティなど結束の強さ

除雪体制や冬の交通体制の安心感

Q10 生活環境の満足度(N=4779）

大変満足 まあ満足 どちらともいえない
やや

不満

とても

不満 無回答
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Q１０ 小国町の生活環境について、あなたの満足度を教えてください。（○はそれぞれ１つ） 

 世代別に生活環境の満足度を比較すると、上下水道の整備状況や除雪等の冬期交通体制について

は、いずれの世代も５割前後が満足としている。また、道路の整備状況については、50 代以上は

５割近くが満足としているのに対して、40 代までの比較的若い世代ではやや満足度が低い。 

 医療・福祉体制や公共交通の利便性については年代により評価が大きく分かれた。具体的にみる

と、「医療・保健・福祉施設の整備状況」や「休日や夜間等の救急医療体制」について、70 代以

上は４割近くが満足としており、不満とした人の割合よりも高くなっているのに対し、40 代まで

の比較的若い世代では、満足は１～２割程度であり、５割前後が不満としている。同様に、「鉄道・

バス等の公共交通の利便性」について、70 代以上は満足が３割近くと不満より高いのに対して、

40 代までの世代では満足は１割に満たず、５割以上が不満としている。 

 「身近に購入できる買い物の便利さ」や「日常的な娯楽の機会や娯楽施設の整備状況」、「保育環

境や子供の遊び場の充実度」などについても、若い世代の方がより不満を強く感じている。 

 

 

 

28.5%

10.6%

12.2%

15.3%

46.1%

51.7%

16.6%

20.0%

31.3%

39.5%

18.8%

52.3%

27.6%

67.5%

60.8%

39.6%

8.1%

11.0%

14.4%

11.4%

26.3%

27.4%

15.5%

17.4%

15.7%

40.5%

38.7%

17.7%

16.5%

26.4%

30.4%

14.0%

43.5%

13.8%

56.4%

51.1%

45.5%

15.3%

17.9%

20.0%

15.1%

26.8%

16.9%

6.7%

10.9%

11.6%

18.9%

16.3%

10.5%

8.9%

14.1%

15.7%

8.8%

26.4%

7.2%

31.6%

25.1%

24.9%

9.7%

12.8%

13.5%

11.0%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80%

幹線道路や生活道路の整備状況

上水道（簡易水道）の整備状況

下水・ごみ・し尿の処理

集会所などの整備状況

医療・保健・福祉施設の整備状況

休日や夜間等の救急医療体制

在宅福祉サービス等の状況

小中学校への通いやすさ

高等学校などへの通いやすさ

保育環境や子供の遊び場の充実度

子育てに対する地域の協力や理解

鉄道・バス等の公共交通の利便性

インターネットや携帯電話等の通信環境

身近に購入できる買い物の便利さ

日常的な娯楽の機会や娯楽施設の…

芸術・文化に触れる機会や場所

自然環境の保全状況

伝統文化や祭り等の地域文化の保全…

洪水や土砂災害など災害に対する安…

地域住民のコミュニティなど結束の強さ

除雪体制や冬の交通体制の安心感

「やや不満」+「とても不満」

～40代(N=1343)

50～60代(N=1817)

70代～(N=1520)

38.9%

50.9%

48.0%

33.7%

19.8%

11.5%

16.0%

40.2%

24.3%

17.1%

27.3%

9.7%

37.8%

10.0%

5.2%

7.2%

35.3%

24.1%

27.3%

24.3%

47.1%

46.2%

54.0%

52.1%

37.5%

24.4%

22.7%

25.9%

36.8%

23.0%

16.6%

23.4%

15.0%

44.5%

12.3%

5.7%

5.2%

25.7%

16.8%

28.1%

21.7%

49.0%

47.0%

57.2%

55.7%

38.6%

37.4%

37.4%

30.9%

35.6%

27.0%

16.9%

19.5%

28.2%

28.3%

24.1%

10.0%

8.4%

20.9%

18.2%

29.1%

21.7%

47.7%

0%10%20%30%40%50%60%70%

幹線道路や生活道路の整備状況

上水道（簡易水道）の整備状況

下水・ごみ・し尿の処理

集会所などの整備状況

医療・保健・福祉施設の整備状況

休日や夜間等の救急医療体制

在宅福祉サービス等の状況

小中学校への通いやすさ

高等学校などへの通いやすさ

保育環境や子供の遊び場の充実度

子育てに対する地域の協力や理解

鉄道・バス等の公共交通の利便性

インターネットや携帯電話等の通信環境

身近に購入できる買い物の便利さ

日常的な娯楽の機会や娯楽施設の整備状

況

芸術・文化に触れる機会や場所

自然環境の保全状況

伝統文化や祭り等の地域文化の保全や継

承

洪水や土砂災害など災害に対する安全性

地域住民のコミュニティなど結束の強さ

除雪体制や冬の交通体制の安心感

「大変満足」+「まあ満足」

～40代(N=1343)

50～60代(N=1817)

70代～(N=1520)

幹線道路や生活道路の整備状況

上水道（簡易水道）の整備状況

下水・ごみ・し尿の処理

集会所などの整備状況

医療・保健・福祉施設の整備状況

休日や夜間等の救急医療体制

在宅福祉サービス等の状況

小中学校への通いやすさ

高等学校などへの通いやすさ

保育環境や子供の遊び場の充実度

子育てに対する地域の協力や理解

鉄道・バス等の公共交通の利便性

インターネットや携帯電話等の通信環境

身近に購入できる買い物の便利さ

日常的な娯楽の機会や娯楽施設の整備状況

芸術・文化に触れる機会や場所

自然環境の保全状況

伝統文化や祭り等の地域文化の保全や継承

洪水や土砂災害など災害に対する安全性

地域住民のコミュニティなど結束の強さ

除雪体制や冬の交通体制の安心感
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Q１１ あなたが、普段の生活で困っていることは何ですか。（○は５つまで） 

 ふだんの生活で困っていることについてみると、いずれの世代も「冬期の雪下ろしや雪かきが大

変」が５割以上と第１位に挙げられており、特に 50～60 代では 63.2％、70 代以上では 59.9％と、

高齢世代ほど冬期の雪処理に困っていることが分かる。 

 第２位に挙げられた項目は世代により差がみられる。40 歳までの比較的若い世代では、「近くに

商店やスーパーがなく買い物が不便」（36.9％）が、50～60 代では「若者の移住や U ターンが進

まない」（35.6％）が、70 代以上では「高齢化により集落活動や共同作業が困難」（36.8％）がそ

れぞれ第２位となっている。 

 また、医療体制や通勤・通学に関する不安・不便さは若い世代から、地域コミュニティの一体性

の低下や高齢者が集う場の少なさについては高齢世代からより多く指摘されている。 

 

 

36.9%

20.1%

19.1%

8.9%

13.4%

26.7%

4.6%

14.9%

4.7%

8.9%

31.9%

11.2%

7.6%

7.8%

3.0%

4.9%

52.9%

22.8%

7.8%

5.4%

6.1%

25.2%

15.4%

10.8%

9.1%

13.1%

18.6%

10.8%

31.4%

2.3%

12.2%

35.6%

15.7%

9.6%

4.5%

8.5%

18.7%

63.2%

11.8%

13.5%

3.0%

5.7%

30.7%

13.1%

8.1%

13.8%

21.1%

11.4%

15.8%

36.8%

1.0%

8.3%

28.9%

12.8%

10.6%

2.8%

17.1%

22.3%

59.9%

7.8%

8.9%

2.2%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80%

近くに商店やスーパーがなく買い物が不便

近くに医療や介護施設がなく不安

救急搬送や消防施設が遠く不安

役場や病院、商店等が離れているため不便

バスの便数が尐なく、車を運転できないと外出困難

町外への移動が不便で通勤・通学等も不便

住民が顔を合わせる機会が減り、一体感が薄れている

高齢化により集落活動や共同作業が困難

子育てや教育等で相談できる機会が尐ない

水道や水路、橋梁等、集落内施設の老朽化が進んでいる

若者の移住やUターンが進まない

若い世代が集落の活動や行事に参加しない

祭りや伝統行事等、地域文化の継承が困難

集落の慣習や近所づきあいになじめない

高齢者が集まって楽しめる場が尐ない

鳥獣により農作物等が被害を受けている

冬期の雪下ろしや雪かきが大変

子どもが尐なく遊ぶ場や交流機会が尐ない

芸術文化に触れる機会が尐ない

その他

無回答

Q11 ふだんの生活で困っていること ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q１２ あなたの地区や集落で発生している問題はありますか。（○は５つまで） 

 居住地区・集落で発生している問題として指摘された事項をみると、いずれの世代でも「高齢化

が進んでいる」が突出して高いが、50 代以上の世代では７割前後と特に高くなっている。 

 50 代以上では、これに次いで「農作業への鳥獣被害が増えている」が第２位に挙げられているの

に対して、40 代までの比較的若い世代では「子どもが減少し子育てがしにくい」が 17.9％と２番

目に高い割合となっている。 

 

 

  

54.8%

6.9%

9.4%

4.3%

9.4%

2.5%

2.8%

17.9%

4.8%

6.0%

4.2%

12.7%

3.4%

2.5%

1.6%

2.3%

7.1%

10.3%

5.0%

3.6%

27.6%

70.9%

7.9%

12.8%

7.3%

14.6%

2.4%

5.7%

15.5%

3.8%

8.2%

5.2%

19.0%

12.9%

7.8%

2.0%

4.3%

21.5%

11.7%

6.7%

2.2%

16.2%

69.5%

8.0%

11.4%

9.8%

16.4%

3.7%

7.2%

10.9%

4.5%

16.1%

8.2%

22.2%

19.3%

10.9%

2.6%

4.9%

26.2%

9.7%

4.7%

1.4%

18.6%

0% 20% 40% 60% 80%

高齢化が進んでいる

集会場の維持や管理が困難

道路や水路の補修、管理が困難

枝打ち等の山林の管理が困難

後継者がなく催事や伝統行事の継承が困難

冠婚葬祭などの相互扶助ができない

災害時の相互扶助ができない

子どもが減尐し子育てがしにくい

地区の行事やイベントが開催できない

高齢者の見守りや声がけが減尐している

ごみの不法投棄が増えている

空き家や老朽家屋が増えて危険

耕作放棄が進み農地の荒廃が進んでいる

山林の管理ができず森林が荒廃している

神社やお寺、墓地の荒廃が進んでいる

自然や集落の景観が荒れている

農作物への鳥獣被害が増えている

若い世代が寄合や集落活動に参加しない

観光客等が農地や山林に入り荒らしていく

その他

無回答

Q12 居住地区・集落で発生している問題 ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q１２ あなたの地区や集落で発生している問題はありますか。（○は５つまで） 

 居住地区・集落で発生している問題を旧町村別に比較すると、「高齢化が進んでいる」は旧小国町

以外の旧３村エリアでは７割超の住民から問題として指摘されている。 

 「農作物への鳥獣被害が増えている」については、旧南小国村で 53.1％と半数以上から指摘され

ており、旧北小国村でも 35.6%と比較的高い割合となっている。 

 

 

 

74.1%

6.9%

15.5%

11.8%

19.1%

2.8%

5.2%

20.3%

4.5%

9.9%

6.3%

13.5%

25.9%

12.0%

1.6%

4.7%

35.6%

10.1%

8.0%

0.5%

62.6%

7.0%

9.6%

5.9%

11.7%

3.0%

5.4%

13.5%

4.0%

10.4%

5.5%

19.1%

9.0%

6.3%

2.2%

3.9%

13.4%

11.6%

4.0%

2.8%

77.5%

10.5%

20.5%

13.2%

20.9%

3.9%

5.4%

17.1%

4.7%

8.1%

4.3%

14.3%

22.9%

8.1%

2.3%

3.1%

53.1%

4.7%

14.3%

0.8%

74.9%

13.9%

18.1%

9.7%

19.8%

1.1%

4.7%

15.9%

7.2%

8.9%

9.2%

18.7%

15.9%

9.2%

1.9%

4.2%

23.7%

7.5%

11.4%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢化が進んでいる

集会場の維持や管理が困難

道路や水路の補修、管理が困難

枝打ち等の山林の管理が困難

後継者がなく催事や伝統行事の継承が困難

冠婚葬祭などの相互扶助ができない

災害時の相互扶助ができない

子どもが減尐し子育てがしにくい

地区の行事やイベントが開催できない

高齢者の見守りや声がけが減尐している

ごみの不法投棄が増えている

空き家や老朽家屋が増えて危険

耕作放棄が進み農地の荒廃が進んでいる

山林の管理ができず森林が荒廃している

神社やお寺、墓地の荒廃が進んでいる

自然や集落の景観が荒れている

農作物への鳥獣被害が増えている

若い世代が寄合や集落活動に参加しない

観光客等が農地や山林に入り荒らしていく

その他

Q12 居住地区・集落で発生している問題×Q6 現在地（旧町村）

旧北小国村(N=576)

旧小国町(N=3579)

旧南小国村(N=258)

旧津川村(N=359)
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Q１３ あなたご自身は、次の地域活動に参加していますか。（○はそれぞれ１つ） 

 冠婚葬祭における助け合いや集落道路・側溝・水路等の補修・草刈り、集落の行事や会合・集会

などは比較的多くの住民が参加しており、総じて男性の方が参加割合が高い。 

 

 

 

18%

32%

28%

29%

6%

10%

4%

17%

27%

25%

33%

6%

7%

4%
2%

15%

20%

21%

26%

12%

10%

5%

18%

30%

29%

26%

16%

17%

14%

7%

16%

13%

17%

14%

25%

20%

20%

16%

14%

16%

12%

28%

25%

27%

27%

14%

11%

11%

10%

24%

18%

23%

17%

9%

10%

9%

18%

19%

21%

23%

24%

11%

10%

8%

18%

26%

31%

18%

6%

6%

7%

16%

17%

18%

26%

14%

12%

13%

13%

15%

16%

17%

15%

14%

13%

13%

15%

15%

16%

16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農作業に関する共同作業や助け合い

集落道路の補修や草刈り等の共同作業

道路側溝や水路の補修、草刈等の維持管理

集落内の施設や道路の清掃、除雪、草刈

高齢世帯の雪下ろし等の助け合い

共有地などの山林の管理

鳥獣害対策などの共同作業や駆除

神社やお寺等、集落の共有財産の管理

集落の行事やイベントへの参加・協力

会合や寄合、集会などへの参加・協力

冠婚葬祭における助け合い

サークル活動や文化活動への参加・協力

防災や環境保全に係るボランティア活動

高齢者や子どもへのボランティア活動

都市との交流に係る活動への参加・協力

Q13 地域活動への参加状況(男性,N=2211)
よく参加

している

時々参加

している

ほとんど

参加しない

参加したこと

はない

身近にない・

知らない 無回答

7%

11%

8%

13%
1%

1%

1%

5%

16%

12%

20%

5%
2%

3%

1%

9%

13%

11%

19%

5%
2%

2%

11%

30%

25%

24%

14%

8%

9%

3%

19%

21%

21%

19%

20%

16%

14%

15%

16%

19%

15%

24%

24%

24%

21%

20%

26%

29%

22%

37%

32%

30%

28%

13%

17%

15%

23%

27%

26%

27%

26%

12%

11%

7%

17%

27%

30%

20%

6%

7%

7%

14%

17%

16%

26%

18%

19%

20%

19%

21%

22%

23%

22%

18%

20%

18%

20%

22%

21%

22%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農作業に関する共同作業や助け合い

集落道路の補修や草刈り等の共同作業

道路側溝や水路の補修、草刈等の維持管理

集落内の施設や道路の清掃、除雪、草刈

高齢世帯の雪下ろし等の助け合い

共有地などの山林の管理

鳥獣害対策などの共同作業や駆除

神社やお寺等、集落の共有財産の管理

集落の行事やイベントへの参加・協力

会合や寄合、集会などへの参加・協力

冠婚葬祭における助け合い

サークル活動や文化活動への参加・協力

防災や環境保全に係るボランティア活動

高齢者や子どもへのボランティア活動

都市との交流に係る活動への参加・協力

Q13 地域活動への参加状況(女性,N=2382)
よく参加

している

時々参加

している

ほとんど

参加しない

参加したこと

はない

身近にない・

知らない 無回答
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Q１３ あなたご自身は、次の地域活動に参加していますか。（○はそれぞれ１つ） 

 それぞれの地域活動に対して参加している（「よく参加している」又は「時々参加している」）割

合を世代別で比較すると、多くの地域活動について 50～60 代が中心となって維持していること

が分かる。 

 集落の行事やイベントについては 40 代までの比較的若い世代も半数以上が参加している一方で、

冠婚葬祭については高齢世代を中心に行われており、70 代以上も４割強が参加している。 

 

 

  

14.5%

26.1%

22.0%

35.2%

7.9%

5.4%

2.5%

11.8%

51.3%

38.0%

33.8%

16.8%

13.6%

12.1%

5.4%

33.0%

49.6%

44.7%

56.1%

15.7%

17.9%

7.9%

34.0%

62.7%

56.9%

69.5%

25.0%

21.9%

17.7%

7.5%

21.4%

31.1%

28.6%

34.3%

10.7%

9.1%

6.1%

24.9%

37.1%

37.7%

44.3%

19.3%

13.9%

13.1%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80%

農作業に関する共同作業や助け合い

集落道路の補修や草刈り等の共同作業

道路側溝や水路の補修、草刈等の維持管理

集落内の施設や道路の清掃、除雪、草刈

高齢世帯の雪下ろし等の助け合い

共有地などの山林の管理

鳥獣害対策などの共同作業や駆除

神社やお寺等、集落の共有財産の管理

集落の行事やイベントへの参加・協力

会合や寄合、集会などへの参加・協力

冠婚葬祭における助け合い

サークル活動や文化活動への参加・協力

防災や環境保全に係るボランティア活動

高齢者や子どもへのボランティア活動

都市との交流に係る活動への参加・協力

Q13 「よく参加」+「時々参加」している地域活動 ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q１４ あなたは、将来も小国町に住み続けたいですか。（○は１つ） 

 半数以上の住民は小国町に住み続けたい（「ずっと住み続けたい」＋「できれば住み続けたい」）

と考えている。 

 居住継続意向は高齢世代になるほど強く、逆に 40 代までの比較的若い世代の約 25％は「移住し

たい」又は「移住せざるをえない」、約３割は「今はわからない・何ともいえない」としている。 

 転居履歴とのクロスでみると、転居経験がない人の約３分の１は「ずっと住み続けたい」として

おり、「できれば住み続けたい」と併せると約６割が住み続けたいとしている一方、町外から移住

してきた人は２割強が「移住したい」としている。 

 町への愛着の有無と定住意向の相関は非常に強く、「とても愛着を感じる」人の６割は「ずっと住

み続けたい」としているが、「全く愛着は感じない」人の半数近くは「移住したい」としている。 

 

 

 

 

 

ずっと住み続けたい

25.3%

できれば住み続けたい

28.2%

移住したい

11.9%

移住せざるをえない

2.6% 今はわからない・

何とも言えない

23.1%

無回答

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q14 今後の居住意向

10.6%

23.8%

39.4%

できれば住み続けたい
29.4%

30.3%

25.4%

移住したい
21.7%

11.5%

4.1%

移住せざるをえない

4.2%

2.3%

1.5%

29.6%

26.0%

14.8%

無回答

4.4%

6.2%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代
(N=1343)

50～60代
(N=1817)

70代～
(N=1520)

Q14 今後の居住意向

今はわからない・何ともいえない

ずっと住み続けたい

ずっと住み続けたい

32.1%

24.1%

17.5%

13.1%

できれば住み続けたい

27.8%

31.7%

28.4%

21.6%

移住したい

8.3%

12.0%

16.5%

22.1%

移住せざるをえない

1.3%

1.4%

2.9%

11.7%

20.6%

24.0%

28.5%

26.1%

無回答

10.0%

6.8%

6.3%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転居なし

(N=1751)

町内で転居
(N=1679)

町外からU

ターン(N=624)

町外から移住

(N=444)

Q14 今後の居住意向×Q6-2 転居履歴

今はわからない・
何ともいえない

ずっと住み続けたい

57.2%

23.0%

9.6%

4.2%

できれば住み続けたい

23.7%

39.8%

19.3%

6.1%

移住したい; 2.6%

6.8%

22.0%

47.0%

2.4%

2.4%

2.7%

5.3%

7.1%

21.6%

39.3%

30.3%

無回答

6.9%

6.4%

7.1%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても愛着を感じる(N=980)

やや愛着を感じる(N=2106)

あまり愛着は感じない(N=1211)

まったく愛着は感じない

(N=264)

Q14 今後の居住意向×Q9 町への愛着 今は分からない・
何ともいえない

移住せざるをえない
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Q１４－１ Q１４で③または④と答えた方にお聞きします。移り住みたい地域を教えてください。（○は１つ） 

 「移住したい」又は「移住せざるを得ない」と回答した人に対し、希望する移住先を聞いたとこ

ろ、「置賜地域、新潟県村上市、胎内市、関川村」（21.8％）、「それ以外の山形県・新潟県」（31.4％）

が多く挙げられている。 

 40 代までの比較的若い世代では、「首都圏等の大都市圏」への移住を希望する割合が約２割と、

他の世代と比べるとやや高くなっている。 

 転居履歴とのクロスでみると、町外への転居経験がない人は、近隣市町村あるいは山形県・新潟

県と比較的町に近い地域への移住を考えているのに対して、町外から転入した人は、近隣地域へ

の移住よりも首都圏等の大都市圏への移住を望む人が多いことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

置賜地域・村上市・胎内

市・関川村; 21.8%

山形・新潟

31.4%
9.2%

首都圏等の大都市圏

17.9%
8.2%

その他

7.1%

無回答

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

移住希望者

(N=692)

Q14-1 移り住みたい地域
その他の地方圏東北（山形以外）

置賜地域・村上市・胎内

市・関川村; 24.5%

19.8%

山形・新潟

29.4%

32.8%

8.3%

9.6%

首都圏等の大都市圏

17.2%

18.9%

10.1%

7.0%

その他

7.4%

7.0%

無回答

3.1%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(N=326)

女性(N=344)

Q14-1 移り住みたい地域
東北（山形以外） その他の地方圏

置賜地域・村上市・胎内

市・関川村; 22.3%

22.0%

19.8%

山形・新潟

30.9%

32.4%

32.6%

10.9%

6.0%

11.6%

首都圏等の大都市圏

20.1%

16.0%

14.0%

6.9%

9.6%

10.5%

その他

7.4%

7.6%

4.7%

無回答

1.4%

6.4%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=349)

50～60代

(N=250)

70代～(N=86)

Q14-1 移り住みたい地域

東北（山形以外）
その他の
地方圏

置賜地域・村上市・胎内

市・関川村; 29.9%

23.2%

20.7%

11.3%

山形・新潟

34.1%

33.5%

26.4%

32.0%

7.2%

10.3%

8.3%

11.3%

11.4%

12.9%

27.3%

22.7%

5.4%

9.4%

3.3%

15.3%

その他

6.0%

7.1%

8.3%

6.7%

無回答

6.0%

3.6%

5.8%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転居なし

(N=167)

町内で転居

(N=224)

町外からU

ターン(N=121)

町外から移住

(N=150)

Q14-1 移り住みたい地域×Q6-2 転居履歴 その他の
地方圏

東北
（山形以外）

首都圏等の
大都市圏
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（４）これからのまちづくりについて 

Q１５ 今後、小国町で暮らしやすくしていくためには、どのようなことに力を入れるべきとお考えですか。（○

は３つまで） 

 町で暮らしやすくしていくために力を入れるべきこととして、上位に挙げられた項目を見ると、

第１位が「地域産業の振興と雇用の場の創出」（46.4％）、第２位が「私道の除雪や屋根の雪下ろ

し等への支援の充実」（23.9％）、第３位が「出産・保育など子育て支援の充実」（23.4％）、第４

位が「都市部の若者やリタイヤ世代の移住促進」（22.5％）となっている。 

 これらは、地方版総合戦略で掲げるべき４つの基本目標に合致しており（第１位＝しごとづくり、

第２位＝安全な暮らしづくり、第３位＝結婚・出産・子育て支援、第４位＝人の流れづくり）、総

合戦略の柱となる政策と同様の認識を住民が持っている結果が示されている。 

 

 

  

22.5%

46.4%

23.4%

13.0%

10.0%

10.6%

6.0%

8.2%

4.6%

23.9%

15.8%

4.7%

13.9%

1.5%

3.4%

2.8%

5.8%

3.3%

3.7%

6.3%

2.6%

14.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

都市部の若者やリタイア世代の移住促進

地域産業の振興と雇用の場の創出

出産・保育など子育て支援の充実

集落や地区での暮らしやすい環境づくりの推進

消防や救急医療などの体制充実

公共交通の充実

教育環境の充実・教育レベルの向上

農地・山林等の荒廃・鳥獣被害防止対策の強化

自然災害への対策の強化

私道の除雪や屋根の雪下ろし等への支援の充実

一人暮らし高齢者の見守りや安否確認の実施

携帯電話やインターネット等の通信環境の整備

訪問看護等の保健・福祉サービスの充実

伝統文化の保全・継承、地域文化の振興

スポーツや生涯学習、体験活動等の推進

防犯や交通安全等の対策の充実

上下水道、道路等の公共施設の充実

街並みや集落景観の保全・形成の推進

地域住民による自主的な地域活動への支援の充実

田舎暮らし体験の実施など、都市との交流活動の推進

その他

無回答

Q15 暮らしやすくするために力を入れるべきこと 住民(N=4779)
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Q１５ 今後、小国町で暮らしやすくしていくためには、どのようなことに力を入れるべきとお考えですか。（○

は３つまで） 

 世代別で比較すると、「地域産業の振興と雇用の場の創出」についてはいずれの世代でも第１位に

挙げられているが、特に 50～60 代では 52.8％と高い割合となっている。 

 40 代までの比較的若い世代では「出産・保育など子育て支援の充実」が３割強と高齢世代より高

く、消防・医療体制や公共交通の充実についても若い世代の方が高い割合となっている。 

 一方、高齢世代では、「一人暮らし高齢者の見守りや安否確認の実施」や「訪問看護等の保健・福

祉サービスの充実」を求める声がより多く聞かれている。 

 

 

21.3%

46.2%

31.3%

9.5%

15.9%

15.7%

9.0%

1.9%

3.2%

20.8%

9.1%

10.6%

9.1%

2.0%

6.6%

2.2%

4.8%

5.8%

2.5%

7.4%

3.6%

7.7%

22.5%

52.8%

22.4%

13.9%

8.0%

9.4%

5.6%

8.2%

5.8%

27.1%

16.7%

3.6%

15.0%

1.1%

2.8%

2.1%

7.0%

3.4%

4.7%

6.4%

2.7%

11.1%

23.4%

39.1%

17.2%

15.2%

7.2%

7.9%

3.8%

13.6%

4.5%

23.3%

20.5%

0.9%

17.2%

1.3%

1.1%

4.1%

5.3%

1.3%

3.6%

5.0%

1.6%

23.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

都市部の若者やリタイア世代の移住促進

地域産業の振興と雇用の場の創出

出産・保育など子育て支援の充実

集落や地区での暮らしやすい環境づくりの推進

消防や救急医療などの体制充実

公共交通の充実

教育環境の充実・教育レベルの向上

農地・山林等の荒廃・鳥獣被害防止対策の強化

自然災害への対策の強化

私道の除雪や屋根の雪下ろし等への支援の充実

一人暮らし高齢者の見守りや安否確認の実施

携帯電話やインターネット等の通信環境の整備

訪問看護等の保健・福祉サービスの充実

伝統文化の保全・継承、地域文化の振興

スポーツや生涯学習、体験活動等の推進

防犯や交通安全等の対策の充実

上下水道、道路等の公共施設の充実

街並みや集落景観の保全・形成の推進

地域住民による自主的な地域活動への支援の充実

田舎暮らし体験の実施など、都市との交流活動の推進

その他

無回答

Q15 暮らしやすくするために力を入れるべきこと ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q１５－１ Q１５で①を選択した方に伺います。都市部から小国町への移住や交流を活発にしていくために

はどのような対策が必要とお考えですか。（○は３つまで） 

 総合戦略の柱ごとに必要な対策を具体的に聞いたところ、まず「ひとの流れ（移住交流対策）」に

ついては、「都市部への町の魅力のアピール向上」が最も必要とされ、次いで「町出身者への U

ターンの積極的な働きかけ」が高い割合となった。 

 

 

 

Q１５－２ Q１５で②を選択した方に伺います。今後、小国町で雇用の場を増やしていくためにはどのような

対策が必要とお考えですか。（○は３つまで） 

 「しごとづくり（雇用対策）」に関しては、「企業誘致の推進」が 58.1％と最も必要とされたほか、

「特産品開発等を通じた地場産業の振興」も４割近くから必要な対策として挙げられている。 

 

 

42.1%

26.1%

29.0%

31.3%

28.8%

30.5%

22.7%

17.0%

5.6%

5.3%

12.3%

10.0%

4.8%

2.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

都市部への町の魅力のアピール向上

田舎暮らし体験など、都市との交流イベントの実施

移住希望者への情報提供や相談窓口の設置などの支援体制の強化

町出身者へのUターンの積極的な働きかけ

町内や町から通える就労先の斡旋・紹介

公営住宅や空き家等の活用による移住者の住環境の確保

安心して暮らせる医療・福祉体制の確保

子育てしやすい保育・教育環境の整備

農家民泊など、交流の受け皿となる仕組みの整備・充実

体験学習や体験教育など、交流のきっかけづくり

移住希望者を対象とした短期間の「お試し居住」の仕組みづくり

新規就農希望者に対する農地の斡旋・提供などの支援

その他

無回答

Q15-1 必要な移住交流対策 移住促進に力を入れるべき(N=1077)

58.1%

22.3%

38.2%

26.6%

21.7%

21.2%

10.8%

24.7%

23.8%

11.6%

26.1%

2.2%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

企業誘致の推進

農林漁業の担い手や後継者の育成支援

特産品開発等を通じた地場産業の振興

観光・レク施設の充実等による観光産業の振興

未利用エネルギーの活用による新産業の創出

町外に通勤しやすい道路・交通環境の整備

地域の生活文化などを活かした観光・体験産業の充実

町内での起業や創業する人への支援の充実

農業・工業・観光業の連携による新産業の創出

町内企業の連携による競争力の向上

既存企業等に対する雇用対策支援の充実

その他

無回答

Q15-2 必要な雇用対策 産業振興に力を入れるべき(N=2216)
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Q１５－３ Q１５で③を選択した方に伺います。小国町での出産や子育ての推進にはどのような対策が必

要とお考えですか。（○は３つまで） 

 「子育て対策」についてみると、「町内で出産ができるような医療体制の整備」が 59.0％と第１位

に挙げられているほか、「急病対応など小児医療体制やサービスの充実」を求める声も半数以上～

挙げられている。 

 

 
 

Q１５－４ Q１５で④を選択した方に伺います。地区や集落で住みやすくするためにはどのような対策が必

要とお考えですか。（○は３つまで） 

 「まちづくり（集落対策）」に関しては、「除雪や屋根の雪下ろし等の協力体制の整備」が第１位

に挙げられているほか、国の総合戦略の主要プロジェクトに位置づけられている「小さな拠点」

づくりに相当する対策（買い物や福祉などの身近なサービスの拠点づくり）を望む声も高い。 

 

 

23.4%

50.7%

38.2%

18.5%

14.5%

22.7%

21.4%

36.2%

33.0%

12.1%

10.9%

33.8%

59.0%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

健診など母子保健サービスの充実

急病対応など小児医療体制やサービスの充実

子供が遊べる施設や場所の整備

乳幼児保育のサービスや施設の充実

地域全体での子育てを支援する環境づくり

相談窓口の充実など子育ての不安を軽減する環境づくり

学童保育サービスなどの子どもの居場所づくり

教育・保育の経済的な負担軽減

子育てしやすい職場環境の整備・改善

子供の見守り活動など、地域全体で子供の安全を守る活動の充実

特色ある学校教育の推進

独身者を対象とした婚活支援の充実

町内で出産ができるような医療体制の整備

無回答

Q15-3 必要な子育て対策 子育て対策に力を入れるべき(N=1112)

26.1%

21.6%

34.7%

23.1%

12.7%

46.5%

13.9%

21.6%

27.1%

6.9%

18.9%

6.5%

1.9%

15.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

近隣とのつきあいやコミュニティの育成

地区や集落を越えた協力体制の構築

買い物や福祉などの身近なサービスの拠点づくり

非常時の安否確認や連絡通信体制の整備

集落や地区の自主的な活動への支援の充実

除雪や屋根の雪下ろし等の協力体制の整備

中心部と各地区を結ぶ公共交通の充実

日用品・食事の配達サービスや高齢者の送迎サービスの充実

地区の若い世代が活躍できる場づくり

活性化方策等に係る外部の専門家等の指導依頼

集落や地区同士が協力しあう仕組みづくり

携帯電話などの情報通信技術を活用した見守りシステムの構築

その他

無回答

Q15-4 必要な集落対策 集落対策に力を入れるべき(N=620)
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Q１６ これからの地域づくりに向けては住民参加が求められていますが、これについてあなたはどうお考え

ですか。（○は１つ） 

 まちづくりへの住民参加に対する考えとして、１割強は「進んで参加したい」、３割強は「頼まれ

れば参加したい」としており、約 45％の住民は今後のまちづくりに参画意向を示している。 

 性別で比較すると、男性の方が参画意向は高く、５割以上が参加したいとしている。 

 世代別で比較すると、「進んで参加したい」と「頼まれれば参加したい」と合わせた割合は 50～

60代で最も高くなっている。また、40代までの比較的若い世代では、「進んで参加したい」が 12.2％

と比較的高い一方で、「関心がないので人に任せたい」も 18.8％と高く、関心の高い層と低い層

に分かれている。 

 転居履歴とのクロスでみると、「進んで参加したい」という割合は転居経験の有無に関わりなく、

むしろ町外から移住した人で 13.5％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 
 

11.6%
頼まれれば参加したい

33.8%
13.0%

協力したくない; 1.3%

わからない

17.3%

無回答

23.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q16 まちづくりへの参画意向
進んで参加したい

関心がないので人に任せたい

13.8%

9.5%

頼まれれば参加したい

38.3%

30.6%

12.8%

13.4%

協力したくない; 1.6%

1.0%

わからない

14.2%

20.0%

無回答

19.3%

25.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(N=2211)

女性(N=2382)

Q16 まちづくりへの参画意向
関心がないので
人に任せたい進んで参加したい

12.2%

12.6%

9.7%

頼まれれば参加したい

38.9%

41.0%

21.4%

18.8%

12.0%

9.5%

協力したくない; 1.9%

0.9%

1.2%

わからない

18.6%

15.5%

18.6%

無回答

9.6%

18.1%

39.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=1343)

50～60代

(N=1817)

70代～
(N=1520)

Q16 まちづくりへの参画意向

進んで参加したい
関心がないので
人に任せたい

12.0%

10.7%

12.7%

13.5%

頼まれれば参加したい

32.8%

36.6%

36.1%

34.7%

11.5%

14.0%

13.8%

14.9%

協力したくない

0.9%

1.3%

1.9%

2.7%

わからない

16.7%

17.7%

19.6%

18.0%

無回答

26.1%

19.7%

16.0%

16.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

転居なし

(N=1751)

町内で転居

(N=1679)

町外からU

ターン(N=624)

町外から移住

(N=444)

Q16 まちづくりへの参画意向×Q6-2 転居履歴
関心がないので
人に任せたい進んで参加したい
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Q１６－１ Q１６で①または②を選択した方に伺います。どのような活動に参加したいですか。（○はいくつ

でも） 

 今後のまちづくり活動に参加したいと回答した人に対し、参画したい活動の種類を聞いたところ、

「地区で実施する会合や集会、イベント」が最も多くから挙げられており、次いで「地域の一斉

道路清掃や花の植栽などの環境保全活動」、「高齢者や子どもの見守り」などが多くなっている。 

 男女で比較すると、「地区で実施する会合や集会、イベント」は男女とも５割前後と高いが、「地

域の一斉道路清掃や花の植栽などの環境保全活動」や「高齢者や子どもの見守り」については女

性においてより参画意向が高くなっている。 

 男女で最も差が大きかった活動は、「町の政策への提言や地域活性化アイデアの提案」であり、男

性は２割強が参画意向を示している。 

 

 

 

  

50.7%

20.7%

39.1%

15.5%

12.4%

30.2%

12.5%

16.0%

11.0%

11.6%

0.1%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地区で実施する会合や集会、イベント

消防や防犯、防災等の地域活動

地域の一斉道路清掃や花の植栽などの環境保全

田舎暮らし体験の受け入れなど、都市との交流活動

地域の伝統文化の保全・継承

高齢者や子どもの見守り

地区の自治会等の運営

町の政策への提言や地域活性化アイディアの提案

公共施設などの維持・管理

移住者の世話や相談など、地域にとけこむための支援

その他

無回答

Q16-1 参画したい活動 まちづくりに参加したい(N=2169)

52.0%

25.0%

36.1%

18.4%

14.2%

23.2%

17.1%

23.0%

14.9%

12.6%

0.2%

4.5%

48.9%

15.8%

43.1%

12.2%

10.2%

38.9%

6.7%

8.2%

6.3%

10.7%

0.0%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地区で実施する会合や集会、イベント

消防や防犯、防災等の地域活動

地域の一斉道路清掃や花の植栽などの環境保全

田舎暮らし体験の受け入れなど、都市との交流活動

地域の伝統文化の保全・継承

高齢者や子どもの見守り

地区の自治会等の運営

町の政策への提言や地域活性化アイディアの提案

公共施設などの維持・管理

移住者の世話や相談など、地域にとけこむための支援

その他

無回答

Q16-1 参画したい活動 男性(N=1152) 女性(N=957)
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Q１６－１ Q１６で①または②を選択した方に伺います。どのような活動に参加したいですか。（○はいくつ

でも） 

 参加したい地域活動について世代別で比較すると、「地区で実施する会合や集会、イベント」につ

いてはどの世代でも高い参画意向が示されているのに対し、環境保全活動については高齢世代の

方がより参画意向が高くなっている。 

 「田舎暮らし体験の受入など、都市との交流活動」や「町の政策への提言や地域活性化アイデア

の提案」については、40 歳までの比較的若い世代が高齢世代より高い参画意向を示している。 

 

 

  

51.1%

20.2%

33.2%

18.2%

11.8%

30.7%

7.7%

16.9%

9.6%

12.2%

0.0%

3.6%

51.2%

21.3%

41.6%

14.8%

11.5%

30.8%

14.8%

15.7%

12.6%

11.6%

0.1%

5.1%

48.8%

20.3%

43.6%

13.1%

15.2%

28.8%

14.4%

15.2%

9.5%

10.8%

0.2%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地区で実施する会合や集会、イベント

消防や防犯、防災等の地域活動

地域の一斉道路清掃や花の植栽などの環境保全

田舎暮らし体験の受け入れなど、都市との交流活動

地域の伝統文化の保全・継承

高齢者や子どもの見守り

地区の自治会等の運営

町の政策への提言や地域活性化アイディアの提案

公共施設などの維持・管理

移住者の世話や相談など、地域にとけこむための支援

その他

無回答

Q16-1 参画したい活動 ～40代(N=687) 50～60代(N=974) 70代～(N=473)
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Q１７ 小国町には全国的にみても独特な山村文化があります。こうした小国町の文化のうち、あなたが後

世に残したいと思うものは何ですか。（○はいくつでも） 

 小国町の魅力を高めるためには独特の山村文化の保全・継承が重要となるが、住民の６割強は、

後世に残すべき小国町独特の山村文化として「伝統的な食文化」を挙げており、他の項目を大き

く引き離している。 

 性別で比較しても大きな違いは見られないが、世代別でみると、「伝統的な食文化」は若い世代の

方がより残すべき山村文化としての評価が高くなっている。 

 

 

 

 

  

61.2%

27.9%
32.4%

36.4%
33.1%

27.0%

2.0%

24.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q17 残すべき山村文化 住民(N=4779)

61.1%

27.5%

35.4% 38.0%
33.7%

24.7%

2.3%

20.6%

62.4%

29.0% 30.1%
35.7% 33.3%

29.8%

1.8%

27.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q17 残すべき山村文化 男性(N=2211) 女性(N=2382)

67.9%

25.4%

37.2% 35.2%
29.5% 27.7%

3.3%

13.6%

63.1%

28.5% 31.0%

39.1%
35.3%

28.8%

1.5%

22.0%

54.4%

30.0% 30.2%
34.6% 34.1%

24.7%

1.4%

36.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q17 残すべき山村文化
～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q１８ 小国町独自の山村文化を後世に継承していくためにはどのような取組が必要とお考えですか。（○

はいくつでも） 

 町独自の山村文化を後世に残すために必要な取組としては、「学校教育の中で子どもたちに伝えて

いく」が約半数から挙げられており、女性の方が、また若い世代の方がその割合は高い。 

 

 

 

 

49.6%

15.9%

17.2%

11.9%

19.9%

21.6%

20.5%

20.0%

1.5%

24.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学校教育の中で子どもたちに伝えていく

町民が生活文化を広く学べる講座を開催

転入者を増やして担い手を確保する

資料館や展示館を整備する

映像や資料として記録を残す

体験交流や観光により産業振興につなげる

山村文化に係るイベントやフェアを開催する

山村文化の担い手の活動を支援する

その他

無回答

Q18 山村文化を残すために必要な取組 住民(N=4779)

48.8%

16.4%

20.6%

14.7%

22.4%

21.9%

20.8%

21.9%

2.2%

20.6%

51.5%

15.6%

14.5%

9.7%

18.2%

22.0%

20.8%

18.9%

1.0%

27.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学校教育の中で子どもたちに伝えていく

町民が生活文化を広く学べる講座を開催

転入者を増やして担い手を確保する

資料館や展示館を整備する

映像や資料として記録を残す

体験交流や観光により産業振興につなげる

山村文化に係るイベントやフェアを開催する

山村文化の担い手の活動を支援する

その他

無回答

Q18 山村文化を残すために必要な取組 男性(N=2211) 女性(N=2382)

57.9%

13.7%

16.6%

10.7%

19.4%

27.9%

29.0%

18.9%

2.4%

13.6%

51.4%

16.1%

17.3%

10.3%

20.6%

23.3%

20.4%

23.6%

1.0%

22.0%

41.6%

17.8%

17.8%

15.3%

19.9%

14.3%

13.2%

17.3%

1.4%

36.3%

0% 20% 40% 60% 80%

学校教育の中で子どもたちに伝えていく

町民が生活文化を広く学べる講座を開催

転入者を増やして担い手を確保する

資料館や展示館を整備する

映像や資料として記録を残す

体験交流や観光により産業振興につなげる

山村文化に係るイベントやフェアを開催する

山村文化の担い手の活動を支援する

その他

無回答

Q18 山村文化を残すために必要な取組 ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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（５）まちづくりの拠点施設について 

Q１９ あなたは、おぐに開発総合センターをどのくらい利用していますか。（○は１つ） 

 現センターを年に１回以上利用している町民は約 35％で、６割近くは「ほとんど利用していない」

としている。 

 「月に数回程度」利用しているのは１割弱であり、その割合は女性の方が高い。 

 世代別でみても、利用状況にあまり大きな違いは見られない。 

 居住地区別でみると、現センターが立地する旧小国町の住民が最も利用頻度が高く、「月に数回利

用」も１割近くみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.3%
年に数回利用

17.4%
5.6%

ほとんど利用していない

57.0%

無回答

11.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住民(N=4779)

Q19 現センターの利用状況
月に数回利用 年に1回は利用

6.4%

10.2%

年に数回利用

21.3%

14.0%

6.2%

5.2%

ほとんど利用していない

56.3%

58.4%

無回答

9.8%

12.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(N=2211)

女性(N=2382)

Q19 現センターの利用状況

月に数回利用 年に1回は利用

9.1%

7.5%

8.3%

年に数回利用

15.1%

20.1%

16.6%

5.4%

5.7%

5.9%

ほとんど利用していない

65.7%

59.0%

48.0%

無回答

4.6%

7.6%

21.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～40代

(N=1343)

50～60代

(N=1817)

70代～

(N=1520)

Q19 現センターの利用状況
月に数回利用

年に1回は利用

4.5%

9.6%

5.0%

4.2%

年に数回利用

16.5%

17.5%

20.5%

15.9%

6.3%

5.7%

4.7%

5.0%

ほとんど利用していない

56.8%

57.1%

52.7%

59.1%

無回答

16.0%

10.1%

17.1%

15.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旧北小国村

(N=576)

旧小国町

(N=3579)

旧南小国村

(N=258)

旧津川村

(N=359)

Q19 現センターの利用状況×Q6 現在地（旧町村）

年に1回は利用月に数回利用
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Q１９－１ Q１９で①～⑥を選択した方に伺います。どのような目的で利用していますか。（○は３つまで） 

 現センターの利用目的は男女で異なり、男性は「グループでの会議や集会、勉強会等」が、女性

は「図書の閲覧や調べもの」が多くなっている。 

 世代別でみると、40 代までの比較的若い世代は「図書の閲覧や調べもの」での利用が多く、50

代以上になると「講演会や発表会に参加」が多くみられる。 

 

 

 

 

33.3%

19.0%

28.9%

11.9%

25.9%

22.8%

6.7%

2.3%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40%

グループでの会議や集会、勉強会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベント参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

教育委員会での手続きや相談等

その他

無回答

Q19-1 現センターの利用目的 利用している(N=1500)

43.7%

13.7%

30.4%

9.6%

18.5%

21.9%

6.9%

3.6%

7.7%

22.6%

25.0%

27.2%

14.4%

34.0%

23.5%

6.6%

1.1%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

グループでの会議や集会、勉強会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベント参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

教育委員会での手続きや相談等

その他

無回答

Q19-1 現センターの利用目的 男性(N=750) 女性(N=699)

33.4%

14.6%

17.3%

5.3%

49.7%

20.1%

9.3%

3.0%

2.0%

37.5%

20.0%

34.5%

13.2%

20.6%

22.9%

7.8%

2.5%

3.5%

28.2%

20.9%

31.2%

15.8%

12.6%

25.0%

3.0%

1.7%

16.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

グループでの会議や集会、勉強会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベント参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

教育委員会での手続きや相談等

その他

無回答

Q19-1 現センターの利用目的 ～40代(N=398) 50～60代(N=606) 70代～(N=468)
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Q２０ これからのまちづくりの拠点施設として、おぐに開発総合センターを建替えるとした場合、どのような

機能が必要とお考えですか。（○はいくつでも） 

 現センターに代わるまちづくりの拠点施設（次期センター）にどのような機能が求められている

かをみると、最も必要とされている機能は「温泉等の保養スペース」（37.6％）であった。 

 これに次いで、「コンサートや発表会等の集会ホール」や「図書館（室）」、「様々なサークル活動

や趣味が楽しめる場」など３割超から必要な機能として挙げられている。 

 上位に挙げられた機能のうち、現センターにない機能として、「喫茶や飲食、サロンスペース」

（26.1％）が第５位に挙げられている。 

 

 
 

  

32.0%

33.7%

32.6%

7.5%

18.7%

17.8%

9.1%

9.9%

26.1%

15.7%

9.3%

6.6%

9.9%

4.4%

7.4%

7.9%

37.6%

22.5%

4.5%

23.4%

0% 10% 20% 30% 40%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民の作品の展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q20 次期センターに必要な機能
住民(N=4779)
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Q２０ これからのまちづくりの拠点施設として、おぐに開発総合センターを建替えるとした場合、どのような

機能が必要とお考えですか。（○はいくつでも） 

 次期センターに望む機能について、性別で比較すると、「温泉などの保養ができるスペース」や「図

書館（室）」、「様々なサークル活動や趣味の会が楽しめる場」、「高齢者の健康づくり活動ができる

スペース」、「喫茶や飲食、サロンスペース」、「親子で遊べるコーナー・交流スペース」など、保

養や交流のための機能については、男性より女性から多く求められていることが分かる。 

 一方、男性の方が女性より高い割合となっているものとしては、「小国町の歴史や文化を学べるス

ペース」や「外部に小国の魅力を発信する情報コーナー」、「行政相談や手続き等ができる窓口」、

「町内の団体や NPO 等が活動できる事務スペース」などが挙げられる。 

 

 

  

29.9%

34.5%

29.2%

7.0%

16.9%

20.9%

10.5%

10.0%

24.3%

19.0%

8.4%

7.1%

11.6%

5.5%

6.9%

9.7%

35.2%

19.8%

5.9%

21.3%

34.8%

34.0%

36.9%

8.1%

20.7%

15.3%

7.9%

10.0%

28.6%

12.8%

10.5%

6.4%

8.3%

3.6%

7.9%

6.5%

40.6%

25.4%

3.5%

24.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民の作品の展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q20 次期センターに必要な機能 男性(N=2211) 女性(N=2382)
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Q２０ これからのまちづくりの拠点施設として、おぐに開発総合センターを建替えるとした場合、どのような

機能が必要とお考えですか。（○はいくつでも） 

 次期センターに望む機能について、世代別でみると、「図書館（室）」は 40 代までの比較的若い世

代の約半数が必要としているほか、「温泉などの保養ができるスペース」や「喫茶や飲食、サロン

スペース」、「親子で遊べるコーナー・交流スペース」なども 40 代までの比較的若い世代でより望

まれている。 

 一方、高齢世代では「高齢者の健康づくり活動ができるスペース」を求める声が比較的多い。 

 

 
 

 

38.4%

38.7%

49.7%

5.7%

32.8%

14.1%

8.2%

9.1%

36.4%

12.7%

12.7%

9.5%

10.5%

7.2%

9.8%

9.9%

42.6%

16.8%

6.4%

10.9%

34.2%

40.2%

32.1%

8.5%

16.3%

19.5%

9.9%

10.7%

29.0%

17.3%

9.7%

7.0%

10.1%

4.1%

6.6%

8.6%

40.4%

22.8%

5.3%

18.9%

24.1%

22.4%

18.9%

7.8%

9.1%

19.1%

8.9%

9.5%

14.5%

16.6%

6.0%

3.8%

8.8%

2.3%

6.3%

5.5%

30.7%

27.4%

2.2%

38.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民の作品の展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q20 次期センターに必要な機能 ～40代(N=1343) 50～60代(N=1817) 70代～(N=1520)
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Q２０－１ Q２０で選択した機能の中で、特に利用したいと思うものはどれですか。（３つまで） 

 次期センターに求める機能のうち特に利用したいものについては無回答が多かったが、回答され

た中では、「温泉等の保養ができるスペース」が２割強と最も高い割合となった。 

 

 

  

14.4%

17.2%

17.8%

2.5%

6.7%

5.2%

2.3%

3.1%

13.5%

3.7%

3.1%

0.8%

3.1%

0.9%

2.8%

1.7%

21.0%

7.2%

0.5%

49.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民の作品の展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q20-1 特に利用したい機能 住民(N=4779)
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２－２．中学生・高校生アンケートの結果 

 

（１）回答者属性 

 回答した中学生・高校生それぞれで性別をみると、中学生は女子の方が、高校生は男子の方がや

や多くなっている。 

 回答した中学生・高校生の大部分は小国小学校区に住んでいる。 

 小国町で暮らし始めた時期についてみると、中学生・高校生ともに「生まれた時から」が９割近

くを占めている。 

 

 
 

  

男子

47.6%

52.0%

女子

51.0%

46.7%

無回答

1.4%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生(N=143)

高校生(N=150)

Q1 性別

旧北部小

10.5%

14.0%

旧沖庭小

9.1%

12.0%

小国小

72.7%

58.0%

旧伊佐領小; 1.4%

4.0%

叶水小; 1.4%

3.3%

旧白沼小; 3.5%

6.7%

無回答
1.4%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

(N=143)

高校生

(N=150)

Q4 現在地（小学校区）

39.2%

19.6% 21.0%
12.6%

6.3%
1.4%

31.3%
27.3%

18.7%
12.0% 10.0%

0.0%
0%

20%

40%

60%

兄 姉 弟 妹 いない 無回答

Q3 兄弟姉妹 中学生(N=143) 高校生(N=150)

旧北小国村

19.6%

26.0%

旧小国町

74.1%

62.0%

旧南小国村

0.0%

0.0%

4.9%

10.0%

無回答

1.4%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

(N=143)

高校生

(N=150)

Q4 現在地（旧町村） 旧津川村

生まれた時から; 88.1%

88.7%

9.8%

6.7%

小学校以降

2.1%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

(N=143)

高校生

(N=150)

Q5 町で暮らし始めた時期 保育園の時から
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（２）小国町の魅力・イメージ 

Q６ あなたにとって、小国町の良いところは何ですか。（○は５つまで） 

 町の良いところとしては、中学生・高校生とも「豊かな森林と水資源に恵まれている」が８割近

くと突出して高い割合となっている。これに次いで、「人情にあふれ人と人の温かいつながりがあ

る」が第２位に、「四季折々に美しい景観に恵まれている」が第３位に挙げられている。 

 

 
 

  

76.9%

41.3%

1.4%

3.5%

19.6%

16.1%

14.7%

14.0%

35.0%

14.0%

41.3%

16.8%

9.1%

14.0%

26.6%

2.1%

4.9%

76.7%

52.0%

8.0%

5.3%

20.0%

16.0%

24.0%

16.7%

32.0%

12.7%

42.0%

12.0%

6.7%

8.0%

22.0%

0.7%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①豊かな森林と水資源に恵まれている

②人情にあふれ人と人の温かいつながりがある

③安くて新鮮な食材が手に入る

④住宅や土地が安く手に入る

⑤伝統文化や歴史資源が受け継がれている

⑥農作業などで土に触れあえる

⑦自然の中でのびのび子育てができる

⑧道路が広く渋滞が尐ない

⑨大気汚染や水質汚染など公害が尐ない

⑩都会ではできない仕事や生活ができる

⑪四季折々に美しい景観に恵まれている

⑫環境にやさしい暮らし方ができる

⑬農業などで歳をとっても暮らしていける

⑭スポーツ施設や交流施設が豊富にある

⑮自然の中でいろいろな遊びやレクリエーションができる

⑯その他

無回答

Q6 町の良いところ 中学生(N=143) 高校生(N=150)
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Q７ 小国町に住んでいて、あなたが不満と感じることは何ですか。（○は５つまで） 

 町で暮らしていて不満と感じることとしては、中学生・高校生とも「スーパーや商店が少なく買

い物が不便」な点が６割以上と最も多くから挙げられている。 

 高校生ではこれ以外にも不満と感じることが多く、「鉄道やバス等の交通機関が不便」や「娯楽施

設や遊ぶ場所が少ない」も半数以上が不満としている。 

 また、「鉄道やバス等の交通機関が不便」な点や、「働く場が少なく自分にあう仕事が選べない」

点などは、進学・就職という進路選択に直面する高校生の方が中学生よりもより強く不満を感じ

ており、卒業後も町に住み続けながら進学・就職することを考える際のネックとなっていること

が示唆される。 

 

 
 

  

33.6%

66.4%

5.6%

18.9%

31.5%

38.5%

2.8%

0.0%

18.2%

6.3%

5.6%

11.9%

46.2%

2.8%

5.6%

2.8%

10.5%

56.7%

63.3%

13.3%

37.3%

40.0%

34.7%

3.3%

0.0%

12.0%

5.3%

7.3%

12.7%

56.7%

2.0%

6.0%

0.0%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80%

①鉄道やバス等の交通機関が不便

②スーパーや商店が尐なく買い物が不便

③医療機関が十分整備されていない

④働く場が尐なく自分にあう仕事が選べない

⑤高齢化が進み、若い人が尐なく活気がない

⑥積雪が多く雪かきや雪下ろしが大変

⑦子どもの保育、教育機関が十分でない

⑧上下水道等の生活環境が整備されていない

⑨テレビやネット等の情報が入手しづらい

⑩古い風習や慣習に従わなければならない

⑪地域の活動に参加しなければならない

⑫猿や熊などが民家近くに出て危ない

⑬娯楽施設や遊ぶ場所が尐ない

⑭洪水や土砂災害等の自然災害が多い

⑮芸術文化に触れる機会が尐ない

⑯その他

無回答

Q7 不満なところ 中学生(N=143) 高校生(N=150)
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Q８ あなたは小国町に愛着を感じますか。（○は１つ） 

 中学生・高校生とも、約４分の１が小国町に「とても愛着を感じる」としており、「やや愛着を感

じる」と合わせると、７割以上の中高生が町に愛着があると回答している。 

 性別で比較すると、男子の方が女子よりも町に愛着を感じている。 

 町への愛着を町で暮らし始めた時期とのクロスでみると、町生まれ（生まれた時から町で居住）

の中高生は「とても愛着を感じる」が 26.2％、「やや愛着を感じる」が 47.3％と、７割以上が愛

着を感じるとしているのに対して、町育ち（保育園以降から町で居住）の中高生では「とても愛

着を感じる」は 15.8％であり、「あまり愛着は感じない」が４割近くとなっている。 

 

 

 

 
 

  

とても愛着を感じる

23.1%

25.3%

やや愛着を感じる

49.0%

44.7%

あまり愛着は感じない

18.9%

24.7%

全く愛着は感じない

3.5%

4.7%

無回答

5.6%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

(N=143)

高校生

(N=150)

Q8 町への愛着

とても愛着を感じる

28.4%

20.3%

やや愛着を感じる

45.9%

46.9%

あまり愛着は感じない

18.2%

25.9%

全く愛着は感じない

3.4%

4.9%

無回答

4.1%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男子(N=148)

女子(N=143)

Q8 町への愛着

とても愛着を感じる

26.2%

15.8%

やや愛着を感じる

47.3%

39.5%

あまり愛着は感じない

19.5%

36.8%

全く愛着は感じない

4.3%

5.3%

無回答

2.7%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町生まれ

(N=256)

町育ち(N=38)

Q8 町への愛着
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Q９ あなたは、小国町が好きですか。（○は１つ） 

 町が好きかどうかについて聞いたところ、中学生では 28.0％が、高校生では 34.7％が「とても好

き」と回答しており、「どちらかといえば好き」と合わせると、８割以上の中高生が町を好きと回

答している。 

 また性別で比較すると、町が好き（とても好き＋どちらかといえば好き）と回答した割合は男子

の方が女子よりも高くなっている。 

 町で暮らし始めた時期とのクロスでみると、町生まれ（生まれた時から町で居住）の中高生は、

「とても好き」が 32.0％、「どちらかといえば好き」が 54.3％と、８割以上が町を好きと回答し

ているのに対し、町育ち（保育園以降から町で居住）の中高生では「好きではない」という割合

が２割近くみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

とても好き

27.0%

34.9%

どちらかといえば好き

56.0%

53.3%

好きではない

12.1%

11.2%

無回答

5.0%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

(N=141)

高校生
(N=152)

Q9 町が好きか

とても好き

34.5%

28.0%

どちらかといえば好き

50.7%

55.9%

好きではない

10.1%

14.0%

無回答

4.7%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男子(N=148)

女子(N=143)

Q9 町が好きか

とても好き

32.0%

23.7%

どちらかといえば好き

54.3%

55.3%

好きではない

10.9%

18.4%

無回答

2.7%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町生まれ

(N=256)

町育ち(N=38)

Q9 町が好きか
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（３）地域活動等への参加状況 

Q１０ あなたは、次の地域活動に参加していますか。（○はそれぞれ１つ） 

 地域活動への参加状況をみると、中学生・高校生とも約半数が「祭りやイベントの手伝い」に参

加している（「よく参加している」＋「時々参加している」）と回答している。 

 これに次いで「冬期の雪処理の手伝い」の参加割合が比較的高く、中学生・高校生とも４割近く

が参加している。 

 

 

 

  

8%

19%

10%

2%

0%

5%

4%

2%

13%

31%

27%

13%

1%

10%

16%

2%

22%

20%

19%

20%

22%

20%

20%

19%

26%

17%

23%

34%

36%

29%

31%

34%

26%

8%

15%

26%

35%

30%

24%

37%

6%

5%

6%

6%

6%

6%

4%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神社やお寺などの清掃等の手伝い

祭りやイベントの手伝い

冬期の雪処理の手伝い

河川や水路の清掃等の手伝い

共有地などの山林管理の手伝い

防災や環境保全に係るボランティア活動

高齢者や子どもへのボランティア活動

都市との交流に係る活動への参加・協力

Q10 地域活動への参加状況（中学生 N=143）

よく参加

している

時々参加

している

ほとんど

参加しない 参加したことはない
身近にない・

知らない 無回答

6%

10%

8%

5%

0%

3%

2%

1%

15%

35%

29%

10%

1%

11%

25%

7%

24%

35%

27%

27%

21%

23%

27%

24%

31%

12%

24%

43%

45%

39%

26%

38%

22%

5%

9%

14%

31%

23%

17%

25%

3%

2%

3%

2%

2%

3%

3%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神社やお寺などの清掃等の手伝い

祭りやイベントの手伝い

冬期の雪処理の手伝い

河川や水路の清掃等の手伝い

共有地などの山林管理の手伝い

防災や環境保全に係るボランティア活動

高齢者や子どもへのボランティア活動

都市との交流に係る活動への参加・協力

Q10 地域活動への参加状況（高校生 N=150）

よく参加

している

時々参加

している
ほとんど

参加しない 参加したことはない
身近にない・

知らない
無回答
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Q１０ あなたは、次の地域活動に参加していますか。（○はそれぞれ１つ） 

 地域活動への参加状況について、男子と女子とで比較すると、「祭りやイベントの手伝い」につい

ては男子よりも女子の方が参加している（「よく参加している」＋「時々参加している」）割合が

高く、女子の半数以上が参加していると回答している。 

 これに対し、「冬期の雪処理の手伝い」については、男子の方が女子よりも参加割合が高い。 

 

 

 

  

5%

13%

13%

3%

1%

5%

1%

0%

14%

31%

32%

13%

1%

9%

16%

7%

24%

28%

20%

23%

24%

22%

22%

24%

27%

14%

16%

33%

37%

32%

34%

35%

24%

9%

15%

24%

34%

26%

23%

29%

5%

5%

5%

5%

4%

5%

4%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神社やお寺などの清掃等の手伝い

祭りやイベントの手伝い

冬期の雪処理の手伝い

河川や水路の清掃等の手伝い

共有地などの山林管理の手伝い

防災や環境保全に係るボランティア活動

高齢者や子どもへのボランティア活動

都市との交流に係る活動への参加・協力

Q10 地域活動への参加状況（男子 N=148）

よく参加

している

時々参加

している

ほとんど

参加しない 参加したことはない

身近にない・

知らない 無回答

8%

15%

6%

4%

0%

2%

5%

3%

15%

36%

24%

10%

1%

13%

27%

3%

21%

28%

27%

22%

20%

20%

25%

19%

29%

15%

30%

43%

43%

35%

22%

37%

24%

3%

10%

17%

33%

27%

18%

34%

3%

2%

3%

3%

3%

4%

3%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神社やお寺などの清掃等の手伝い

祭りやイベントの手伝い

冬期の雪処理の手伝い

河川や水路の清掃等の手伝い

共有地などの山林管理の手伝い

防災や環境保全に係るボランティア活動

高齢者や子どもへのボランティア活動

都市との交流に係る活動への参加・協力

Q10 地域活動への参加状況（女子 N=143）

よく参加

している

時々参加

している

ほとんど

参加しない 参加したことはない
身近にない・

知らない
無回答
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Q１１ Q１０の地域活動の中で、今後参加してみたいものがあれば、その番号を３つまで記入してください。 

 今後参加してみたい地域活動に関しては、無回答が多いものの、現在も約半数の中高生が参加し

ていると回答した「祭りやイベントの手伝い」については、今後も参加したいとする割合が高く

なっている。 

 また、中学生・高校生ともに２割強が「高齢者や子どもへのボランティア活動」に関心を示して

おり、性別でみると、女子の方がその関心は高い 

 

 

 

 

  

16.8%

36.4%

7.0%

9.1%

9.8%

9.1%

20.3%

16.1%

0.7%

42.0%

8.7%

28.7%

12.0%

8.7%

3.3%

6.0%

22.0%

14.0%

0.7%

50.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

神社やお寺などの清掃等の手伝い

祭りやイベントの手伝い

冬期の雪処理の手伝い

河川や水路の清掃等の手伝い

共有地などの山林管理の手伝い

防災や環境保全に係るボランティア活動

高齢者や子どもへのボランティア活動

都市との交流に係る活動への参加・協力

その他

無回答

Q11 今後参加したい地域活動 中学生(N=143) 高校生(N=150)

10.8%

29.1%

10.8%

14.2%

10.1%

8.1%

16.2%

12.8%

0.0%

48.0%

14.7%

35.0%

7.7%

3.5%

2.8%

7.7%

26.6%

18.2%

1.4%

44.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

神社やお寺などの清掃等の手伝い

祭りやイベントの手伝い

冬期の雪処理の手伝い

河川や水路の清掃等の手伝い

共有地などの山林管理の手伝い

防災や環境保全に係るボランティア活動

高齢者や子どもへのボランティア活動

都市との交流に係る活動への参加・協力

その他

無回答

Q11 今後参加したい地域活動 男子(N=148) 女子(N=143)
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Q１３ あなたは卒業後の進路について、どのように考えていますか。（○は１つ） 

【中学生】 

 中学生は、男子・女子とも「町外の高校や各種学校に通いたい」が最も高い割合となっており、

特に男子よりも女子の方が町外への進学を希望する割合が高くなっている。 

 

 

 

【高校生】 

 高校生は、男子・女子とも半数が「自宅から通えない大学等に進学したい」としており、「町外で

就職したい」も２割前後と、約７割が町外への進学・就職を希望していることが分かる。 

 

 

 

  

町内の高校に通いたい

42.6%

34.2%

47.1%

53.4%

町内で就職したい; 0.0%

町内で就職したい; 1.4%

町外で就職したい; 0.0%

町外で就職したい; 2.7%

その他

4.4%

1.4%

無回答

5.9%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生男子

(N=68)

中学生女子

(N=73)

Q13 卒業後の進路(中学生)

町外の高校や各種学校に通いたい

6.4%

5.7%

50.0%

65.7%

17.9%

2.9%

町外で就職したい

20.5%

18.6%

その他
2.6%

5.7%

無回答
2.6%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生男子

(N=78)

高校生女子

(N=70)

Q13 卒業後の進路(高校生)
自宅から通える大学等に進学したい

町内又は自宅から
通えるところに就職したい

自宅から通えない大学等に進学したい
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Q１４ あなたは将来、どのような職業につきたいですか。（○は３つまで） 

 将来就きたい職業についての回答をみると、中学生は２割近くが「まだ決めていない」としてお

り、また全体的に中学生よりも高校生の方が回答率が高く、高校生の方が就職についてより具体

的に考えていることがうかがえる。 

 中学生・高校生ともに「医療・福祉」が一番人気があり、ともに２割近くが就きたい職業に挙げ

ている。 

 これに次いで、中学生では「教育・保育」、「理容・美容」、「ゲーム・アニメ・インターネット」

などが、高校生では「公務員」、「機械・電気・製造」、「教育・保育」、などが比較的人気となって

いる。 

 

 

  

まだ決めていない

無回答

旅行・国際

マスコミ・音楽・映画

バイオ・食品・環境

スポーツ・健康

デザイン・写真・マンガ

その他

自動車・航空・船舶

農林漁業

経理・営業・販売

栄養・調理・飲食

公務員

建築・土木

機械・電気・製造

理容・美容

医療・福祉

教育・保育

コンピュータ

ゲーム・アニメ・インターネット

Q14 将来就きたい職業

2.8%

5.6%

7.7%

8.4%

5.6%

7.7%

11.2%

19.6%

11.9%

7.7%

10.5%

4.9%

1.4%

5.6%

0.0%

9.1%

8.4%

6.3%

18.9%

2.8%

0%10%20%30%

中学生(N=143)

4.7%

8.7%

10.0%

14.7%

2.0%

10.7%

6.0%

19.3%

10.7%

9.3%

8.0%

3.3%

3.3%

5.3%

2.7%

4.7%

5.3%

3.3%

14.7%

1.3%

0% 10% 20% 30%

高校生(N=150)
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Q１４ あなたは将来、どのような職業につきたいですか。（○は３つまで） 

 将来就きたい職業について、男子と女子とでは就職先の志向が異なることがみてとれる。 

 男子は第１位の「公務員」（17.6％）、第２位の「機械・電気・製造」（16.2％）、第３位の「コン

ピュータ」（15.5％）の上位３項目にあまり開きがない。 

 一方、女子を見ると、第１位が「医療・福祉」で 30.1％と突出しており、次いで第２位が「教育・

保育」（18.2％）、「理容・美容」（15.4％）となっている。 

 

 

 

  

まだ決めていない

無回答

旅行・国際

マスコミ・音楽・映画

バイオ・食品・環境

スポーツ・健康

デザイン・写真・マンガ

その他

自動車・航空・船舶

農林漁業

経理・営業・販売

栄養・調理・飲食

公務員

建築・土木

機械・電気・製造

理容・美容

医療・福祉

教育・保育

コンピュータ

ゲーム・アニメ・インターネット

Q14 将来就きたい職業

6.1%

7.4%

6.8%

17.6%

6.1%

16.2%

2.0%

8.8%

4.7%

15.5%

13.5%

8.1%

0.7%

0.7%

1.4%

11.5%

2.7%

2.7%

14.9%

3.4%

0%10%20%30%40%

男子(N=148)

0.7%

7.0%

11.2%

5.6%

1.4%

0.7%

15.4%

30.1%

18.2%

1.4%

5.6%

0.0%

4.2%

9.8%

1.4%

2.1%

11.2%

7.0%

18.2%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40%

女子(N=143)
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Q１４－１ あなたがつきたい職業は、小国町にありますか。（○は１つ） 

 就きたい職業を具体的に回答した中高生に対し、それらが小国町にあるかどうかを聞いたところ、

「分からない」という回答が多かったものの、高校生では 36％が「ある」としている。 

 

 

 

 

 就きたい職業とのクロスでどのような職業への就職希望が小国町で叶いそうだと考えているかを

詳しく見ると、小国町に就きたい職業が「ある」と回答した中では、「医療・福祉」や「公務員」、

「教育・保育」への就職を希望する割合が比較的高い。 

 これに対して、小国町には就きたい職業が「ない」という中では、「医療・福祉」のほか、「コン

ピュータ」や「ゲーム・アニメ・インターネット」への就職を希望する割合が比較的高い。 

 

 
 

  

ある
26.6%

36.0%

ない
39.2%

32.0%

分からない
30.1%

30.0%

無回答

4.2%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生
(N=143)

高校生

(N=150)

Q14-1 就きたい職業が町内にあるか

ある
32.4%

30.1%

ない
32.4%

38.5%

分からない
29.7%

29.4%

無回答
5.4%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男子(N=148)

女子(N=143)

Q14-1 就きたい職業が町内にあるか

農林

漁業

経理・

営業・

販売

栄養・

調理・

飲食

公務

員

建築・

土木

機械・

電気・

製造

理容・

美容

医療・

福祉

教育・

保育

コン

ピュー

タ

ゲー

ム・ア

ニメ・

イン

ター

ネット

自動

車・航

空・船

舶

旅行・

国際

マスコ

ミ・音

楽・映

画

バイ

オ・食

品・環

境

ス

ポー

ツ・健

康

デザイ

ン・写

真・マ

ンガ

その

他

まだ

決め

ていな

い

無回

答

ある(N=93) 4.3% 4.3% 7.5% 20.4% 4.3% 7.5% 11.8% 33.3% 20.4% 2.2% 2.2% 4.3% 1.1% 4.3% 0.0% 5.4% 4.3% 1.1% 0.0% 0.0%

ない(N=104) 1.9% 7.7% 9.6% 6.7% 1.0% 5.8% 10.6% 13.5% 6.7% 12.5% 12.5% 4.8% 3.8% 10.6% 0.0% 10.6% 7.7% 8.7% 21.2% 1.0%

分からない(N=88) 5.7% 9.1% 10.2% 9.1% 5.7% 15.9% 3.4% 13.6% 6.8% 11.4% 13.6% 3.4% 2.3% 1.1% 4.5% 3.4% 9.1% 4.5% 29.5% 0.0%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

Q14 将来就きたい職業×Q14-1 就きたい職業が町内にあるか
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Q１５ あなたは、将来も小国町で暮らしていきたいですか。（○は１つ） 

 将来の居住意向についてみると、中学生・高校生とも半数近くが「進学や就職等で町外に出るか

もしれないが、小国町に戻ってくるかどうかはまだわからない」としているが、中学生の約３割、

高校生の２割強は将来の小国町での居住意向を示している。すなわち、「町内で進学・就職し、将

来もずっと町で暮らしていきたい」は、中高生とも６～７％程度みられ、また「進学や就職等で

町外に出るかもしれないが、いずれは町に戻って暮らしたい」も２割前後みられる。 

 男女で比較すると、町外への転出意向は女子の方が高く、７割が「将来は戻るかわからない」又

は「戻らない」としているのに対し、男子は３割強が小国町での居住意向を示している。 

 町生まれか町育ちかで比較すると、町生まれの中高生の方が町で暮らしていきたい、あるいはい

ずれは町に戻って暮らしたいという割合が３割近くと高い一方、町育ちの中高生では３割近くが

「町には戻らない」としている。 

 将来の居住意向と町への愛着の有無の相関は高く、愛着があるという中高生の３割強は将来町で

暮らしたいと思っているが、愛着はないという中高生は８割以上が将来町に戻るか分からない、

あるいは戻らないと回答している。 

 

 

 

 

 

6.3%

6.7%

23.1%

17.3%

49.7%

46.7%

12.6%

22.7%

2.8%

1.3%

その他; 2.1%

0.7%

無回答

3.5%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

(N=143)

高校生

(N=150)

Q15 将来の居住意向
町内で進学・就職しずっと町で暮らしたい

親に伴って転出し

町には戻らない
進学や就職等で転出し

町には戻らない
進学や就職で転出しても将来は戻りたい

進学や就職で転出し、将来戻るか分からない

8.8%

4.2%

25.0%

15.4%

44.6%

51.0%

16.9%

18.9%

1.4%

2.8%

その他

1.4%

0.7%

無回答

2.0%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男子(N=148)

女子(N=143)

Q15 将来の居住意向
町内で進学・就職しずっと町で暮らしたい

親に伴って転出し

町には戻らない進学や就職等で転出し

町には戻らない進学や就職で転出しても将来は戻りたい

進学や就職で転出し、将来戻るか分からない

7.4%

5.3%

19.9%

15.8%

48.8%

44.7%

16.4%

28.9%

1.6%

5.3%

その他

1.6%

0.0%

無回答

4.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町生まれ

(N=256)

町育ち(N=38)

Q15 将来の居住意向
町内で進学・就職しずっと町で暮らしたい

親に伴って転出し

町には戻らない進学や就職等で転出し

町には戻らない進学や就職で転出しても将来は戻りたい

進学や就職で転出し、将来戻るか分からない

9.0%

2.6%

24.8%

3.9%

51.0%

42.9%

10.0%

40.3%

1.0%

5.2%

その他

1.4%

1.3%

無回答

2.9%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

愛着がある

(N=210)

愛着はない

(N=77)

Q15 将来の居住意向
町内で進学・就職しずっと町で暮らしたい 親に伴って転出し町には戻らない

進学や就職等で転出し町には戻らない進学や就職で転出しても将来は戻りたい

進学や就職で転出し、将来戻るか分からない
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Q１５－１ Q１５で①または②と答えた方にお聞きします。将来も小国町で暮らしていきたい、または戻って

きたいと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 町で暮らしたい（戻ってきたい）と思う理由を聞いたところ、「住み慣れたところで暮らしたいか

ら」が最も多く、「小国町の環境が好きだから」も比較的高い割合となっている。 

 

 

Q１５－２ Q１５で③または④と答えた方にお聞きします。小国町に戻るか分からない、または戻らないと思

う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 進学・就職等で転出し、町に戻るか分からない、あるいは戻らないと回答した中高生に対して、

その理由を聞いたところ、「小国町では働くところが少ないから」が４割を超え最も多くから挙げ

られており、次いで中学生では「遊ぶところが少ないから」、高校生では「小国町にない企業への

就職や仕事に就きたいから」が多く挙げられている。 

 「小国町は暮らしやすくないから」という理由を挙げた中高生は１割強とあまり多くないことか

ら、生活環境への不満から転出を考えているというよりは、働く場がないことの方が定住を考え

る際のネックとなっていることがうかがえる。 

 

 

28.6%

7.1%

33.3%

85.7%

31.0%

47.6%

9.5%

7.1%

2.4%

22.2%

2.8%

30.6%

58.3%

13.9%

44.4%

30.6%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

両親や親類と一緒に暮らしたいから

家の仕事を継ぐため

友人や顔見知りの人が多いから

住み慣れたところで暮らしたいから

よその土地で生活するのは不安だから

小国町の環境が好きだから

将来は小国町で働きたいから

その他

無回答

Q15-1 町で暮らしたい（戻ってきたい）理由 「町で暮らしたい」中学生(N=42)

「町で暮らしたい」高校生(N=36)

44.9%

34.8%

1.1%

41.6%

4.5%

40.4%

3.4%

25.8%

13.5%

5.6%

7.9%

46.2%

35.6%

0.0%

26.9%

3.8%

37.5%

1.0%

22.1%

15.4%

5.8%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

小国町では働くところが尐ないから

一度は別のところで生活したいから

いずれ家が引っ越す予定があるから

小国町には遊ぶところが尐ないから

小国町では同世代の友人が尐ないから

小国町にはない企業への就職や仕事に就きたいから

親が都会や小国町以外のところで働きなさいとすすめるから

都会やよその土地で暮らしたいから

小国町は暮らしやすくないから

その他

無回答

Q15-2 町に戻るか分からない・戻らない理由

「町には戻らない」中学生(N=89)

「町には戻らない」高校生(N=104)
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（４）これからのまちづくりについて 

Q１６ 将来、小国町はどのような町になってほしいと思いますか。（○はいくつでも） 

 将来小国町がどのような町になってほしいかをたずねたところ、中学生では「お店がたくさんあ

り便利な町」が最も多く、６割近くから挙げられている。また、「趣味を楽しんだり色々なことを

学べる町」も 45.5％と３番目に高く、買い物の利便性や娯楽、生涯学習などの機会の充実を望ん

でいることがうかがえる。 

 一方、高校生の回答を見ると、最も高い割合となったのは「外から若い人が移り住んでにぎやか

な町」（49.3％）であり、第３位には「外から多くの人が訪れて活気のある町」（45.3％）が挙げ

られていることから、移住・交流の促進により町に活気を取り戻すことを望んでいることがうか

がえる。 

 なお、中学生・高校生とも、「森林や河川、農地など自然を大切にする町」が２番目に高い割合と

なっており、町の良いところとして高く評価している豊かな自然環境について、今後とも大切に

していくことが望まれている。 

 

 
 

 

49.7%

39.9%

28.0%

44.1%

44.1%

37.8%

32.9%

19.6%

24.5%

58.0%

2.1%

30.1%

45.5%

37.1%

16.8%

23.8%

18.2%

25.2%

26.6%

9.8%

45.3%

43.3%

24.0%

49.3%

45.3%

40.7%

24.7%

21.3%

18.0%

41.3%

0.7%

25.3%

37.3%

25.3%

16.0%

19.3%

20.7%

20.7%

20.7%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

森林や河川、農地など自然を大切にする町

地域の人が助け合い仲良くする町

地域の文化や伝統を大切に守る町

外から若い人が移り住んでにぎやかな町

外から多くの人が訪れて活気のある町

子供やお年寄りを大切にする町

交通が発達して町外に行きやすい町

企業や産業が立地して働く場が多い町

自然や文化が広く知られる町

お店がたくさんあり便利な町

スポーツが盛んな町

事故や事件が尐ない安全な町

趣味を楽しんだり色々なことを学べる町

体験学習や林間学校等で多くの子どもが訪れる町

海外から多くの観光客が訪れる町

新しいエネルギーを活用して産業が発展する町

コンサートや展覧会の開催など芸術文化活動が盛んな町

町の中心部にいろいろな施設が集まり生活しやすい町

その他

無回答

Q16 将来どのような町になってほしいか 中学生(N=143) 高校生(N=150)
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Q１７ Q１６で選択したような小国町にするためのアイデアを教えてください。 

 112 名（中学生 55 名、高校生 55 名、不明 2 名）から様々な具体的アイデアが寄せられた。 

 最も多くの中高生が指摘したのが、商業施設や娯楽施設、病院、スポーツ施設など現在不足して

いる施設の整備であり、特に商業施設については大型店の誘致を望む声も多く聞かれた。また、

廃校舎を活用してスポーツ施設を整備するといった具体的なアイデアを示した回答もあった。 

 これに次いで、外部にもっと小国町の情報や魅力を発信することを挙げた回答も 19 件と比較的多

く、町の知名度を上げることが重要という意見もみられた。 

 また、若い世代をターゲットとした取組を求める声も多く聞かれ、若者が集まる場や機会の創出、

若い世代に働きかける情報発信等が指摘されている。 

 

回答内容（分類） 件数 

商業施設・娯楽施設・病院・スポーツ施設の整備 27 

都市など外部への PR、小国町の魅力等についての情報発信 19 

若者が集まる場や機会の創出、地域内外の若い世代への PR 17 

多くの人が集まり賑わうイベント等の開催 17 

まちをよくするための住民意識の向上と地域づくりへの参画拡大 15 

人口増加（移住の促進や子育て支援等） 11 

環境保全活動の推進、自然環境を活用した魅力づくり 10 

小国町ならではの特産品・観光の目玉となる魅力の開発 9 

その他 17 

※複数内容に亘る意見があるため、件数の合計は回答者数より大きくなる。 
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（５）まちづくりの拠点施設について 

Q１８ あなたは、おぐに開発総合センターをどのくらい利用していますか。（○は１つ） 

 中学生の 44.7％、高校生の 40.2％が年に１回以上は現センターを利用しており、一般住民よりも

利用頻度は高い（P26 参照）。 

 高校生の 13.2％は「月に数回程度」利用している一方、「ほとんど利用していない」も６割近くと

なっており、利用している人としていない人に分かれていることがうかがえる。一方中学生では

「月に数回程度」の割合は高校生よりも低いものの、約３割が「年に数回利用」している。 

 なお、女子の方が男子よりも利用頻度が高い。 

 

 

 

 

Q１８－１ Q１８で①～⑥を選択した方に伺います。どのような目的で利用していますか。（○は３つまで） 

 中学生・高校生とも、「図書の閲覧や調べもの」での利用が圧倒的に多く、特に中学生では７割近

くとなっている。それ以外では、高校生では５割近くが「友達との勉強や自習」に利用しており、

中学生（約 35％）より多い。 

 性別でみると、上位項目以外で差がみられる利用目的として、女子は「サークル活動や趣味の活

動」で利用する割合が男子よりも高い。 

 

 

7.1%

13.2%

年に数回利用

30.5%

21.1%

7.1%

5.9%

ほとんど利用していない

48.9%

57.2%

無回答

6.4%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

(N=141)

高校生

(N=152)

Q18 現センターの利用状況
月に数回利用 年に１回は利用

5.3%

15.6%

年に数回利用

20.7%

30.5%

6.7%

6.4%

ほとんど利用していない

64.0%

41.8%

無回答

3.3%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男子(N=150)

女子(N=141)

Q18 現センターの利用状況
月に数回利用 年に１回は利用

6.3%

12.7%

4.8%

12.7%

66.7%

6.3%

1.6%

34.9%

6.3%

0.0%

4.9%

16.4%

6.6%

3.3%

54.1%

3.3%

4.9%

49.2%

4.9%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

グループでの会議や集会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベント参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

学校の授業

友達との勉強や自習

その他

無回答

Q18-1 現センターの利用目的 中学生(N=63) 高校生(N=61)



49 

 

 

 

Q１９ あなたは、これからのまちづくりの中心になる施設として、おぐに開発総合センターに代わる施設を

建てるとしたら、どのような機能があれば良いと思いますか。（○はいくつでも） 

 次期センターに求める機能として、中学生・高校生からは「仲間が集まって様々な趣味が楽しめ

る場」や「友達と話せる憩いのスペース」、「図書館（室）」を求める声が多く聞かれた。 

 男女別でみると、「仲間が集まって様々な趣味が楽しめる場」は男子が、「友達と話せる憩いのス

ペース」や「図書館（室）」は女子がより多く望んでいる。また、「コンサートや発表会等の集会

ホール」は男女の差が大きい。 

 

 

8.2%

12.2%

8.2%

6.1%

59.2%

2.0%

2.0%

40.8%

0.0%

4.1%

4.1%

16.2%

4.1%

9.5%

62.2%

6.8%

4.1%

43.2%

8.1%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

グループでの会議や集会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベント参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

学校の授業

友達との勉強や自習

その他

無回答

Q18-1 現センターの利用目的 男子(N=49) 女子(N=74)

44.7%

27.7%

41.8%

5.0%

15.6%

15.6%

15.6%

11.3%

43.3%

14.9%

17.0%

12.1%

6.4%

12.1%

20.6%

9.9%

19.1%

16.3%

2.1%

16.3%

51.3%

30.3%

30.3%

4.6%

12.5%

11.2%

7.9%

6.6%

38.8%

17.1%

4.6%

5.9%

5.9%

13.8%

16.4%

6.6%

21.1%

13.2%

2.6%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仲間が集まって様々な趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民の作品の展示スペース

特産物等の販売スペース

友達と話せる憩いのスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができるスペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q19 次期センターに必要な機能
中学生(N=141) 高校生(N=152)
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22.0%

14.2%

28.4%

0.0%

3.5%

6.4%

5.7%

1.4%

26.2%

2.8%

5.7%

1.4%

0.0%

2.8%

14.2%

2.1%

9.2%

4.3%

0.0%

34.9%

18.4%

23.0%

2.0%

5.3%

3.3%

2.0%

2.6%

21.7%

6.6%

2.6%

0.7%

1.3%

3.9%

9.2%

2.6%

6.6%

2.6%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40%

仲間が集まって様々な趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民の作品の展示スペース

特産物等の販売スペース

友達と話せる憩いのスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができるスペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

Q19-1 特に利用したい機能 中学生(N=141) 高校生(N=152)

51.3%

22.0%

34.0%

6.7%

14.7%

14.7%

12.7%

9.3%

38.7%

18.7%

10.0%

10.0%

8.7%

14.7%

20.0%

11.3%

24.0%

14.0%

2.0%

15.3%

45.4%

36.9%

36.9%

2.8%

12.8%

10.6%

10.6%

8.5%

43.3%

13.5%

10.6%

7.8%

3.5%

11.3%

16.3%

5.0%

17.0%

16.3%

2.1%

12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仲間が集まって様々な趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民の作品の展示スペース

特産物等の販売スペース

友達と話せる憩いのスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができるスペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q19 次期センターに必要な機能
男子(N=150) 女子(N=141)
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33.3%

10.7%

22.0%

1.3%

5.3%

7.3%

3.3%

2.0%

24.0%

5.3%

3.3%

1.3%

0.7%

4.0%

12.0%

3.3%

10.7%

3.3%

0.7%

23.4%

23.4%

29.1%

0.7%

2.8%

2.1%

4.3%

2.1%

24.1%

4.3%

5.0%

0.0%

0.0%

2.1%

10.6%

1.4%

5.7%

3.5%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40%

仲間が集まって様々な趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民の作品の展示スペース

特産物等の販売スペース

友達と話せる憩いのスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができるスペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

Q19-1 特に利用したい機能 男子(N=150) 女子(N=141)



52 

２－３．町出身者アンケートの結果 

 

（１）回答者属性 

 回答者は男性が６割超を占めており、年齢構成は 60 代以上が大半を占めている。 

 回答者の職業をみると、60 代までは「自営業」や「会社員」も２割弱みられるが、70 代以上は

「無職」が６割以上を占めている。 

 なお、配偶者や子供がいると回答した人が大半以上を占めている。 

 

 

 

 

 

 

男性

63.9%

女性

32.7%

無回答

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q1 性別

～50代

5.3%

60代

43.3%

70代

38.5%

80代以上

12.5%

無回答
0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q2 年齢

農林漁業; 1.0%

0.0%

自営業

17.8%

8.5%

会社員

17.8%

3.8%

公務員
0.0%

0.0%

団体職員
4.0%

0.9%

学生

0.0%

0.0%

専業主婦
6.9%

14.2%

ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ

11.9%

5.7%

無職

31.7%

61.3%

その他

6.9%

2.8%

無回答

2.0%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q3 職業

配偶者がいる

80.2%

74.5%

配偶者はいない

16.8%

20.8%

無回答

3.0%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q4_1 配偶者の有無

子供がいる

79.2%

82.1%

子供はいない

20.8%

17.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q4_2 子供の有無
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 回答者の家族構成をみると、「夫婦のみ」が５割近くと最も多く、次いで「二世代同居」が 30.3％

であり、「一人暮らし」は１割に満たない。 

 現在の住まいをみると、「首都圏等の大都市圏」が約半数を占めており、次いで「隣接市町村以外

の山形県・新潟県」が約４割である。 

 現在の住まいについて 60 代までと 70 代以上で比較すると、60 代までは「隣接市町村以外の山形

県・新潟県」に住んでいるケースが多い一方、70 代以上では「首都圏等の大都市圏」が５割以上

を占めている。 

 

 

 

 

  

一人暮らし

9.1%

夫婦のみ

47.1%

二世代同居

30.3%

三世代同居

5.8%

その他

4.3%

無回答

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q5_1 家族構成

全員65歳以上

23.6%

全員75歳以上

10.1%

その他

35.1%

無回答

31.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q5_2 家族の年代

置賜地域・村上市・胎内

市・関川村; 0.5%

山形・新潟

40.9%

東北（山形以外）

1.0%

首都圏等の大都市圏

48.6%

他の地方圏

7.7%

その他; 0.5%

無回答

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q6 現在地

置賜地域・村上市・胎内

市・関川村; 0.0%

0.9%

山形・新潟

45.5%

35.8%

東北（山形以外）

2.0%

0.0%

首都圏等の大都市圏

45.5%

51.9%

他の地方圏

5.9%

9.4%

その他; 0.0%

その他; 0.9%

無回答
1.0%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～
(N=106)

Q6 現在地



54 

（２）小国町の魅力・イメージ 

Q7 あなたにとって、小国町の良いところは何ですか。（○は５つまで） 

 町出身者は特に「豊かな森林と水資源」及び「四季折々に美しい景観」に町の魅力を感じている。 

 性別で比較すると、自然環境を評価する声は男性の方が女性よりも多く聞かれる。一方、女性は

「人情にあふれ人と人の温かいつながりがある」点をより町の魅力として感じている。 

 

 

 

 

89.9%

62.0%

7.2%

13.9%

13.9%

16.3%

26.4%

8.7%

46.2%

13.5%

79.8%

13.9%

3.8%

2.9%

27.9%

2.9%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①豊かな森林と水資源に恵まれている

②人情にあふれ人と人の温かいつながりがある

③安くて新鮮な食材が手に入る

④住宅や土地が安く手に入る

⑤伝統文化や歴史資源が受け継がれている

⑥農作業などで土に触れあえる

⑦自然の中でのびのび子育てができる

⑧道路が広く渋滞が尐ない

⑨大気汚染や水質汚染など公害が尐ない

⑩都会ではできない仕事や生活ができる

⑪四季折々に美しい景観に恵まれている

⑫環境にやさしい暮らし方ができる

⑬農業などで歳をとっても暮らしていける

⑭スポーツ施設や交流施設が豊富にある

⑮自然の中でいろいろな遊びやレクリエーションができる

⑯その他

無回答

Q7 町の良いところ 出身者(N=208)

90.2%

58.6%

9.0%

15.0%

14.3%

18.8%

28.6%

6.0%

44.4%

15.8%

82.0%

12.0%

2.3%

1.5%

35.3%

3.8%

0.8%

88.2%

66.2%

4.4%

13.2%

11.8%

10.3%

25.0%

14.7%

50.0%

8.8%

75.0%

16.2%

5.9%

5.9%

13.2%

1.5%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①豊かな森林と水資源に恵まれている

②人情にあふれ人と人の温かいつながりがある

③安くて新鮮な食材が手に入る

④住宅や土地が安く手に入る

⑤伝統文化や歴史資源が受け継がれている

⑥農作業などで土に触れあえる

⑦自然の中でのびのび子育てができる

⑧道路が広く渋滞が尐ない

⑨大気汚染や水質汚染など公害が尐ない

⑩都会ではできない仕事や生活ができる

⑪四季折々に美しい景観に恵まれている

⑫環境にやさしい暮らし方ができる

⑬農業などで歳をとっても暮らしていける

⑭スポーツ施設や交流施設が豊富にある

⑮自然の中でいろいろな遊びやレクリエーションができる

⑯その他

無回答

Q7 町の良いところ 出身者男性(N=133) 出身者女性(N=68)
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Q８ あなたは、小国町にどんなマイナスイメージをお持ちですか。（○は５つまで） 

 町のマイナスイメージについては、「積雪が多く雪かきや雪下ろしが大変」が８割超と最も多くか

ら挙げられており、次いで「鉄道やバス等の交通機関が不便」が約 65％と、この２項目が特に高

い割合となっている。 

 上位２項目以外について性別で比較すると、男性からは働く場がないことや若い人が少なく活気

がないことが、女性からは買い物不便さや医療機関の不足がより多く指摘されている。 

 

 

 

64.4%

30.8%

38.0%

51.0%

42.3%

81.3%

3.8%

6.3%

2.4%

7.2%

1.0%

12.0%

17.8%

4.3%

18.3%

2.4%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鉄道やバス等の交通機関が不便

②スーパーや商店が尐なく買い物が不便

③医療機関が十分整備されていない

④働く場が尐なく自分にあう仕事が選べない

⑤高齢化が進み、若い人が尐なく活気がない

⑥積雪が多く雪かきや雪下ろしが大変

⑦子どもの保育、教育機関が十分でない

⑧上下水道等の生活環境が整備されていない

⑨テレビやネット等の情報が入手しづらい

⑩古い風習や慣習に従わなければならない

⑪地域の活動に参加しなければならない

⑫猿や熊などが民家近くに出て危ない

⑬娯楽施設や遊ぶ場所が尐ない

⑭洪水や土砂災害等の自然災害が多い

⑮芸術文化に触れる機会が尐ない

⑯その他

無回答

Q8 町のマイナスイメージ 出身者(N=208)

65.4%

24.8%

34.6%

53.4%

45.9%

81.2%

4.5%

7.5%

2.3%

6.8%

0.8%

10.5%

18.8%

4.5%

20.3%

3.0%

3.0%

61.8%

39.7%

47.1%

45.6%

33.8%

80.9%

1.5%

4.4%

2.9%

8.8%

1.5%

14.7%

16.2%

4.4%

11.8%

1.5%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①鉄道やバス等の交通機関が不便

②スーパーや商店が尐なく買い物が不便

③医療機関が十分整備されていない

④働く場が尐なく自分にあう仕事が選べない

⑤高齢化が進み、若い人が尐なく活気がない

⑥積雪が多く雪かきや雪下ろしが大変

⑦子どもの保育、教育機関が十分でない

⑧上下水道等の生活環境が整備されていない

⑨テレビやネット等の情報が入手しづらい

⑩古い風習や慣習に従わなければならない

⑪地域の活動に参加しなければならない

⑫猿や熊などが民家近くに出て危ない

⑬娯楽施設や遊ぶ場所が尐ない

⑭洪水や土砂災害等の自然災害が多い

⑮芸術文化に触れる機会が尐ない

⑯その他

無回答

Q8 町のマイナスイメージ 出身者男性(N=133) 出身者女性(N=68)
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Q９ あなたは、小国町に愛着を感じますか。（○は１つ） 

 町出身者の９割が「小国町に愛着を感じる（とても感じる＋やや感じる）」としている。 

 性別で比較すると、男性の方が「とても愛着を感じる」とする割合が高く６割を超えている。 

 世代でみると、70 代以上は「あまり愛着は感じない」が約１割みられる。 

 町に住み始めた時期（後述）とのクロスでみると、町生まれの人の方がより強く愛着を感じて居

ることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

とても愛着を感じる

59.6%

やや愛着を感じる

30.3%

あまり愛着は

感じない; 8.7%

まったく愛着は

感じない; 0.0%

無回答

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q9 町への愛着

とても愛着を感じる
63.2%

52.9%

やや愛着を感じる
27.8%

35.3%

あまり愛着は感じない
8.3%

8.8%

まったく愛着は感じない
0.0%

0.0%

無回答

0.8%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者男性
(N=133)

出身者女性

(N=68)

Q9 町への愛着

とても愛着を感じる
59.4%

60.4%

やや愛着を感じる
34.7%

26.4%

あまり愛着は感じない

5.9%

10.4%

まったく愛着は感じない
0.0%

0.0%

無回答

0.0%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代
(N=101)

70代～

(N=106)

Q9 町への愛着

とても愛着を感じる
62.1%

54.7%

やや愛着を感じる
29.4%

34.0%

あまり愛着は感じない
7.8%

11.3%

まったく愛着は感じない
0.0%

0.0%

無回答

0.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町生まれ
(N=153)

町育ち(N=53)

Q9 町への愛着
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（３）小国町との関わり 

Q１０ あなたがかつて住んでいた地区はどこですか。（○は１つ） 

 小国町に住んでいた時の居住地区をみると、約６割が「旧小国町」である。 

 

 
 

Q１１ あなたが小国町に住んでいた時期を教えてください。（年齢でお答えください。） 

【住み始めた時期】 

 小国町に住み始めた時期をみると、「生まれた時から」が７割超と大部分を占めている。 

 性別で比較すると、男女とも７割超が「生まれた時から」としているが、男性は「未就学期から」

が約２割を占めているのに対して、女性は「小学生以上」と比較的成長してから町に転入した人

が１割程度みられる。 

 世代別で比較すると、60 代までは「生まれた時から」が大部分を占めているのに対して、70 代

以上では、「未就学期から」が 26.4％と高い割合となっている。 

 

 

 

 
 

  

旧小国町

58.7%

旧北小国村

9.6%

旧南小国村

12.5%

旧津川村

14.9%

無回答

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q10 居住地区

生まれた時から

73.6%

未就学期から

18.3%

小学生以上

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q11-1 町に住み始めた時期

生まれた時から; 73.7%

75.0%

未就学期から; 20.3%

13.2%

小学生以上

5.3%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者男性

(N=133)

出身者女性

(N=68)

Q11-1 町に住み始めた時期

生まれた時から

85.1%

63.2%

未就学期から

9.9%

26.4%

小学生以上

5.0%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q11-1 町に住み始めた時期
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【転出した時期】 

 小国町から転出した時期をみると、全体では、高校卒業以降 20 代のうちに転出した人が７割を占

めている。 

 性別で比較すると、30 代以上になってから転出した人の割合は女性の方が男性より倍以上大きく

なっている。 

 世代別で比較すると、60 代までの世代では、高校生までの間に、すなわち就学期のうちに転出し

た人が４分の１を占めている。 

 

 

 

 

 

Q１２ 転出してからどのくらい経ちましたか。（年数でお答えください。） 

 転出後の年数は「41～50 年」が半数近くと最も多く、次いで「51～60 年」が３分の１強となっ

ている。 

 

 

 

 

 

高校生まで

19.2%

高卒～20代

70.7%

30代以上

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q11-2 町から転出した時期

高校生まで

19.5%

17.6%

高卒～20代; 73.7%

64.7%

30代以上

6.0%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者男性

(N=133)

出身者女性

(N=68)

Q11-2 町から転出した時期

高校生まで

25.7%

13.2%

高卒～20代

71.3%

69.8%

30代以上

3.0%

14.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q11-2 町から転出した時期

40年以下

13.0%

41～50年

46.2%

51～60年

34.1%

61年以上

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q12 転出後の年数
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Q１３ あなたが小国町から転出したきっかけや理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 転出理由は７割超が「自身の仕事のため」と突出している。 

 性別でみると、男性では「自身の仕事のため」が８割を超えている一方、女性は「自身の結婚の

ため」も３割弱みられる。 

 世代別でみると、60 代までの世代では「自身の進学のため」の割合が 70 代以上よりも高く、よ

り若い世代では進学のために転出したケースが増えていることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

71.6%

24.0%

7.2%

1.0%

11.1%

0.0%

1.0%

5.8%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

自身の仕事（就職・転職・転勤）のため

自身の進学のため

家族の仕事（就職・転職・転勤）のため

家族の進学のため

自身の結婚のため

家族の介護や入院など家庭の事情のため

家の新築や借り換えのため

その他

無回答

Q13 転出した理由 出身者(N=208)

82.7%

23.3%

3.0%

0.8%

1.5%

0.0%

1.5%

6.8%

1.5%

50.0%

26.5%

16.2%

0.0%

27.9%

0.0%

0.0%

4.4%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自身の仕事（就職・転職・転勤）のため

自身の進学のため

家族の仕事（就職・転職・転勤）のため

家族の進学のため

自身の結婚のため

家族の介護や入院など家庭の事情のため

家の新築や借り換えのため

その他

無回答

Q13 転出した理由 出身者男性(N=133) 出身者女性(N=68)

74.3%

31.7%

3.0%

0.0%

7.9%

0.0%

2.0%

3.0%

0.0%

69.8%

17.0%

11.3%

1.9%

13.2%

0.0%

0.0%

8.5%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80%

自身の仕事（就職・転職・転勤）のため

自身の進学のため

家族の仕事（就職・転職・転勤）のため

家族の進学のため

自身の結婚のため

家族の介護や入院など家庭の事情のため

家の新築や借り換えのため

その他

無回答

Q13 転出した理由 ～60代(N=101) 70代～(N=106)
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Q１４ あなたは、転出された後どのくらいの頻度で小国町を訪れていますか。（○は１つ） 

 転出後の町への来訪頻度をみると、全体では年に１回以上訪れる人が６割を超えている。 

 性別で比較すると、「年に２～３回」は女性の方が多く、「数年に１回」は男性の方が多い。 

 世代別でみると、60 代までの世代では「毎週又は月に数回」と頻繁に町を訪れる人も５％程度み

られる。 

 町生まれか町育ちかで比較すると、町生まれの人の方が来訪頻度は高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

毎週又は月に数回; 2.9%

月1回

3.8%

年に2～3回

29.8%

年1回

25.5%

数年に1回

32.2%

ほとんど訪れない

2.4%

無回答

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q14 転出後の町への来訪頻度

毎週又は月に数回; 3.8%

1.5%

月1回; 3.8%

4.4%

年に2～3回; 27.1%

32.4%

年1回; 26.3%

23.5%

数年に1回; 36.1%

26.5%

ほとんど訪れない

2.3%

2.9%

無回答

0.8%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者男性

(N=133)

出身者女性

(N=68)

Q14 転出後の町への来訪頻度

5.0%

0.9%

4.0%

3.8%

年に2～3回

34.7%

24.5%

年1回

26.7%

24.5%

数年に1回

27.7%

36.8%

ほとんど訪れない

1.0%

3.8%

無回答

1.0%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q14 転出後の町への来訪頻度

毎週又は月に数回
月1回

毎週又は月に数回; 3.9%

0.0%

月1回; 5.2%

0.0%

年に2～3回

30.1%

30.2%

年1回

24.8%

28.3%

数年に1回

31.4%

34.0%

ほとんど訪れない

1.3%

5.7%

無回答

3.3%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町生まれ

(N=153)

町育ち(N=53)

Q14 転出後の町への来訪頻度
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Q１４－１ Q１４で①～⑤を選択した方に伺います。転出後の小国町への訪問理由は何ですか。（○はいく

つでも） 

 来訪理由は「帰省」と「冠婚葬祭」が半数以上から挙げられており、特に 70 代以上では「冠婚葬

祭」のために町を訪れる機会が多いことがうかがえる。 

 

 

 

 

12.8%

74.5%

45.4%

52.6%

3.6%

11.2%

15.3%

5.6%

0.5%

6.1%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①親の世話や見守りのため

②帰省（墓参りを含む）のため

③友人や知人の訪問（同窓会を含む）のため

④冠婚葬祭のため

⑤残してきた家や土地の管理をするため

⑥子どもや孫にふるさとを見せるため

⑦保養や観光、レクリエーションのため

⑧地区（ふるさと）の行事やイベントのため

⑨農作業や雪処理等の共同作業のため

⑩その他

無回答

Q14-1 町を訪れる理由 町来訪者(N=196)

11.6%

72.1%

45.7%

48.8%

4.7%

12.4%

17.8%

7.0%

0.0%

5.4%

1.6%

16.7%

78.3%

46.7%

58.3%

1.7%

10.0%

10.0%

3.3%

1.7%

8.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①親の世話や見守りのため

②帰省（墓参りを含む）のため

③友人や知人の訪問（同窓会を含む）のため

④冠婚葬祭のため

⑤残してきた家や土地の管理をするため

⑥子どもや孫にふるさとを見せるため

⑦保養や観光、レクリエーションのため

⑧地区（ふるさと）の行事やイベントのため

⑨農作業や雪処理等の共同作業のため

⑩その他

無回答

Q14-1 町を訪れる理由 出身者男性(N=129) 出身者女性(N=60)

21.2%

72.7%

42.4%

39.4%

5.1%

13.1%

9.1%

6.1%

1.0%

10.1%

0.0%

4.2%

76.0%

49.0%

65.6%

2.1%

9.4%

21.9%

5.2%

0.0%

2.1%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80%

①親の世話や見守りのため

②帰省（墓参りを含む）のため

③友人や知人の訪問（同窓会を含む）のため

④冠婚葬祭のため

⑤残してきた家や土地の管理をするため

⑥子どもや孫にふるさとを見せるため

⑦保養や観光、レクリエーションのため

⑧地区（ふるさと）の行事やイベントのため

⑨農作業や雪処理等の共同作業のため

⑩その他

無回答

Q14-1 町を訪れる理由 ～60代(N=99) 70代～(N=96)
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Q１５ 訪問以外に、小国町とのつながりはありますか。（○はいくつでも） 

 訪れる以外での町とのつながりとしては、「小国町出身者の会合等に参加している」「定期的に親

類や友人等に連絡をとっている」「農産物等を送ってもらっている」等が多くみられる。 

 

 

 

 

 

35.6%

1.9%

5.3%

45.2%

13.0%

15.9%

44.7%

8.7%

7.7%

13.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①農産物などを送ってもらっている

②小国町にふるさと納税を行っている

③親や親せきに仕送りをしている

④小国町出身者の会合等に参加している

⑤都市部で実施する町の物産販売展やイベントに参加している

⑥小国町のホームページを時々みている

⑦定期的に親類や友人等に連絡をとっている

⑧町の物産やイベント、地域づくり活動などを宣伝している

⑨特に小国町とはかかわっていない

無回答

Q15 訪問以外の町とのつながり 出身者(N=208)

31.8%

3.1%

4.7%

49.6%

11.6%

20.2%

40.3%

10.9%

9.3%

16.3%

50.0%

0.0%

8.3%

46.7%

18.3%

11.7%

61.7%

6.7%

6.7%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①農産物などを送ってもらっている

②小国町にふるさと納税を行っている

③親や親せきに仕送りをしている

④小国町出身者の会合等に参加している

⑤都市部で実施する町の物産販売展やイベントに参加している

⑥小国町のホームページを時々みている

⑦定期的に親類や友人等に連絡をとっている

⑧町の物産やイベント、地域づくり活動などを宣伝している

⑨特に小国町とはかかわっていない

無回答

Q15 訪問以外の町とのつながり 出身者男性(N=129) 出身者女性(N=60)

33.3%

1.0%

4.0%

46.5%

13.1%

18.2%

45.5%

10.1%

8.1%

18.2%

42.7%

3.1%

7.3%

50.0%

14.6%

15.6%

50.0%

8.3%

8.3%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

①農産物などを送ってもらっている

②小国町にふるさと納税を行っている

③親や親せきに仕送りをしている

④小国町出身者の会合等に参加している

⑤都市部で実施する町の物産販売展やイベントに参加している

⑥小国町のホームページを時々みている

⑦定期的に親類や友人等に連絡をとっている

⑧町の物産やイベント、地域づくり活動などを宣伝している

⑨特に小国町とはかかわっていない

無回答

Q15 訪問以外の町とのつながり ～60代(N=99) 70代～(N=96)
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（４）今後の小国町との関わりに関する意向 

Q１６ 将来、小国町に戻る意向はありますか。（○は１つ） 

 町への U ターン意向をみると、９割近くの人が「今の居住地に住み続け、町に戻るつもりはない」

としている。 

 男女で比較すると、男性の方が戻りたいと思っている人が若干多いが、世代ではあまり大きな違

いは見られない。 

 町生まれの人は 5.2％が「条件が合えば戻りたい」としているのに対して、町育ちの人が「いずれ

戻りたい」が 3.8％と、町生まれの人よりも若干高い割合となっている。 

 

 

 

 

 
 

 

  

いずれ戻りたい

2.4%
条件があえば

戻りたい; 4.3%

今の居住地に住み続け

戻るつもりはない; 88.9%

転居したいが町には戻る

つもりはない; 2.4%

その他

1.0%

無回答

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q16 今後町に戻る意向はあるか

いずれ戻りたい

3.0%

1.5%

5.3%

2.9%

87.2%

91.2%

3.0%

1.5%

その他; 1.5%

無回答
0.0%

無回答

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者男性

(N=133)

出身者女性

(N=68)

Q16 今後町に戻る意向はあるか

今の居住地に住み続けるので、町に戻るつもりはない

転居したいが

町に戻るつもりはない条件が合えば戻りたい

いずれ戻りたい

2.0%

2.8%

5.0%

3.8%

89.1%

88.7%

4.0%

0.9%

その他
0.0%

その他; 1.9%

無回答

0.0%

無回答

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q16 今後町に戻る意向はあるか

今の居住地に住み続けるので、町に戻るつもりはない

条件が合えば戻りたい 転居したいが町に戻るつもりはない

いずれ戻りたい

2.0%

3.8%

5.2%

1.9%

88.2%

92.5%

2.6%

1.9%

その他; 1.3%

無回答
0.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町生まれ

(N=153)

町育ち(N=53)

Q16 今後町に戻る意向はあるか

今の居住地に住み続けるので、町に戻るつもりはない

転居したいが

町に戻るつもりはない条件が合えば戻りたい
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Q１６－１ Q１６で①または②を選択した方に伺います。小国町に戻りたいと思う理由は何ですか。（○はい

くつでも） 

 町への U ターン意向を示した人（「いずれ戻りたい」＋「条件が合えば戻りたい」）にその理由を

聞くと、「生まれ育った土地で余生を過ごしたいから」が７割超、「町に先祖の墓や土地、家があ

るから」が６割超と特に多くなっている。 

 これらの他には、「小国町に愛着があるから」や「のんびりした生活がしたいから」などが比較的

高い。 

 

 

 

Q１６－２ Q１６で①または②を選択した方に伺います。いつごろ小国町に戻りたいと思いますか。（○は１

つ） 

 町に戻りたい時期については、全員が「５年以内」と回答している。 

 

 
 

 

 

 

 

7.1%

35.7%

71.4%

64.3%

14.3%

0.0%

7.1%

7.1%

0.0%

7.1%

21.4%

14.3%

28.6%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

①小国町での生活が快適だったから

②小国町に愛着があるから

③生まれ育った土地で余生を過ごしたいから

④小国町に先祖の墓や土地、家があるから

⑤出身集落で共有する財産があるから

⑥豊かな自然で子育てをしたいから

⑦町の資源や環境を活かした仕事をしたいから

⑧山形、新潟方面のアクセスが良くなるから

⑨家族が望んでいるから

⑩親類と一緒に（又は近くに）住みたいから

⑪近隣住民のつながりが強いから

⑫親の介護などで戻る必要があるから

⑬のんびりした生活がしたいから

⑭その他

無回答

Q16-1 町に戻りたい理由 Uターン意向あり(N=14)

5年以内

100.0%

5年～10年以内

0.0%
10年～20年以内

0.0%

20年以上先

0.0%

未定

0.0%
無回答

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Uターン意向

あり(N=14)

Q16-2 町に戻りたい時期
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Q１６－３ Q１６で①または②を選択した方に伺います。小国町に戻る際に重視することは何ですか。（○は

いくつでも） 

 町に U ターンする際に重視することとしては、「病院や救急医療等の体制」「高齢者介護など福祉・

医療サービス」「道路や除雪、水道など社会基盤の状況」が比較的高い割合となっている。 

 

 

 

Q１６－４ Q１６で③または④を選択した方に伺います。小国町に戻りたいと思わない理由は何ですか。（○

はいくつでも） 

 町に戻るつもりはないと回答した人に対し、その理由を聞いたところ、「既に今のところに住宅を

所有しているから」が約７割と突出しており、この他には、「冬季の積雪に対する不安が大きいか

ら」「今の生活の方が快適だから」等が比較的高い割合となっている。 

 

 

28.6%

21.4%

7.1%

28.6%

35.7%

35.7%

0.0%

14.3%

14.3%

14.3%

35.7%

21.4%

21.4%

0.0%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40%

住宅など住むところ

やりがいのある仕事や働き口

町中心部や町外への交通の利便性

買い物の利便性

病院や救急医療等の体制

高齢者介護など福祉・医療サービス

子供の通学や教育・保育など子育てのしやすさ

近隣との近所づきあいや人間関係

災害に対する安全性

文化・教養施設、生涯学習の場や機会

道路や除雪、水道など社会基盤の状況

趣味や資格が活かせる場や機会

仕事や住宅などUターンの相談等ができる窓口

その他

無回答

Q16-3 町に戻る際に重視すること Uターン意向あり(N=14)

15.3%

7.9%

12.6%

13.2%

11.6%

8.4%

35.3%

25.8%

2.1%

2.1%

32.1%

69.5%

2.6%

5.8%

6.3%

8.4%

0% 20% 40% 60% 80%

小国町に戻っても仕事(働き口)がないから

買い物などの日常生活が不便だから

病院や学校、福祉施設が遠いから

町内や町外へ行く際に公共交通が不便だから

住む場所（住宅）のあてがないから

転居する気力や資金がないから

冬季の積雪に対する不安が大きいから

家族がそのような生活を望まないから

小国町に人が尐なくなってさびしいから

近所づきあいや地区の活動が煩わしいから

今の生活の方が快適だから

既に今のところに住宅を所有しているから

戻っても親せきや知り合いが尐ないから

戻っても収入が下がり生活できないから

その他

無回答

Q16-4 町に戻りたくない理由 Uターン意向なし(N=190)
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Q１７ あなたは、これからの小国町のまちづくりにおいて、どのようなことに力を入れるべきだと思います

か。 

 今後の小国町のまちづくりに対しての町出身者の意見をみると、全体としては「地域産業の振興

と雇用の場の創出」に力を入れるべきとの声が６割以上と最も多く聞かれている。 

 この他には、「都市部の若者やリタイア世代の移住促進」や「田舎暮らし体験の実施など、都市と

の交流活動の推進」等が比較的多くみられる。 

 「地域産業の振興と雇用の場の創出」や「田舎暮らし体験の実施など、都市との交流活動の推進」

については男性からより多く指摘されており、女性は「都市部の若者やリタイア世代の移住促進」

に力を入れるべきとの意見が男性よりやや多い。 

 また「地域産業の振興と雇用の場の創出」については、60 代までの世代の方がより多く指摘して

いる。 

 

 

29.8%

63.5%

15.4%

17.8%

6.3%

17.8%

5.3%

10.1%

3.4%

20.7%

10.1%

2.9%

10.6%

4.3%

4.3%

0.0%

2.4%

2.4%

5.3%

24.0%

5.3%

9%

0% 20% 40% 60% 80%

都市部の若者やリタイア世代の移住促進

地域産業の振興と雇用の場の創出

出産・保育など子育て支援の充実

集落や地区での暮らしやすい環境づくりの推進

消防や救急医療などの体制充実

公共交通の充実

教育環境の充実・教育レベルの向上

農地・山林等の荒廃・鳥獣被害防止対策の強化

自然災害への対策の強化

私道の除雪や屋根の雪下ろし等への支援の充実

一人暮らし高齢者の見守りや安否確認の実施

携帯電話やインターネット等の通信環境の整備

訪問看護等の保健・福祉サービスの充実

伝統文化の保全・継承、地域文化の振興

スポーツや生涯学習、体験活動等の推進

防犯や交通安全等の対策の充実

上下水道、道路等の公共施設の充実

街並みや集落景観の保全・形成の推進

地域住民による自主的な地域活動への支援の充実

田舎暮らし体験の実施など、都市との交流活動の推進

その他

無回答

Q17 今後町が力をいれるべきこと 出身者(N=208)
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26.3%

66.9%

16.5%

25.6%

3.8%

18.8%

5.3%

9.8%

3.0%

21.1%

10.5%

3.0%

13.5%

5.3%

5.3%

0.0%

3.8%

3.8%

5.3%

27.1%

6.8%

5%

36.8%

54.4%

11.8%

4.4%

11.8%

17.6%

5.9%

11.8%

4.4%

20.6%

10.3%

2.9%

5.9%

2.9%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

4.4%

16.2%

1.5%

15%

0% 20% 40% 60% 80%

都市部の若者やリタイア世代の移住促進

地域産業の振興と雇用の場の創出

出産・保育など子育て支援の充実

集落や地区での暮らしやすい環境づくりの推進

消防や救急医療などの体制充実

公共交通の充実

教育環境の充実・教育レベルの向上

農地・山林等の荒廃・鳥獣被害防止対策の強化

自然災害への対策の強化

私道の除雪や屋根の雪下ろし等への支援の充実

一人暮らし高齢者の見守りや安否確認の実施

携帯電話やインターネット等の通信環境の整備

訪問看護等の保健・福祉サービスの充実

伝統文化の保全・継承、地域文化の振興

スポーツや生涯学習、体験活動等の推進

防犯や交通安全等の対策の充実

上下水道、道路等の公共施設の充実

街並みや集落景観の保全・形成の推進

地域住民による自主的な地域活動への支援の充実

田舎暮らし体験の実施など、都市との交流活動の推進

その他

無回答

Q17 今後町が力をいれるべきこと 出身者男性(N=133) 出身者女性(N=68)

29.7%

69.3%

11.9%

17.8%

10.9%

15.8%

5.0%

9.9%

4.0%

21.8%

12.9%

3.0%

12.9%

4.0%

5.0%

0.0%

2.0%

3.0%

5.9%

28.7%

4.0%

3%

30.2%

57.5%

18.9%

17.9%

1.9%

19.8%

5.7%

10.4%

2.8%

19.8%

7.5%

2.8%

8.5%

4.7%

3.8%

0.0%

2.8%

1.9%

4.7%

19.8%

6.6%

14%

0% 20% 40% 60% 80%

都市部の若者やリタイア世代の移住促進

地域産業の振興と雇用の場の創出

出産・保育など子育て支援の充実

集落や地区での暮らしやすい環境づくりの推進

消防や救急医療などの体制充実

公共交通の充実

教育環境の充実・教育レベルの向上

農地・山林等の荒廃・鳥獣被害防止対策の強化

自然災害への対策の強化

私道の除雪や屋根の雪下ろし等への支援の充実

一人暮らし高齢者の見守りや安否確認の実施

携帯電話やインターネット等の通信環境の整備

訪問看護等の保健・福祉サービスの充実

伝統文化の保全・継承、地域文化の振興

スポーツや生涯学習、体験活動等の推進

防犯や交通安全等の対策の充実

上下水道、道路等の公共施設の充実

街並みや集落景観の保全・形成の推進

地域住民による自主的な地域活動への支援の充実

田舎暮らし体験の実施など、都市との交流活動の推進

その他

無回答

Q17 今後町が力をいれるべきこと
～60代(N=101) 70代～(N=106)
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（５）まちづくりの拠点施設について 

Q１９ あなたは、“おぐに開発総合センター”を知っていますか。（○は１つ） 

 町出身者の約６割は現センターのことを知っており、60 代までの比較的若い世代の方が認知度は

高い。 

 

 

 

 

Q１９－１ あなたは、おぐに開発総合センターを利用したことがありますか。（○は１つ） 

 現センターを「知っている」町出身者の約半数は、「かつては利用していた」としている。 

 利用状況についても、60 代までの世代では６割超が「かつては利用していた」としており、70

代以上よりも高い利用状況を示している。 

 

 

 

 

  

知っている

60.1%

知らない

37.0%

無回答

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出身者

(N=208)

Q18 現センターの認知度

知っている

70.3%

50.0%

知らない

29.7%

44.3%

無回答

0.0%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～60代

(N=101)

70代～

(N=106)

Q18 現センターの認知度

今でも利用; 4.0%

かつて利用

49.6%

利用したことはない

44.0%

無回答

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

(N=125)

Q18-1 現センターの利用状況

今でも利用; 2.8%

5.7%

かつて利用

60.6%

34.0%

利用したことはない

33.8%

58.5%

無回答

2.8%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「知っている」

～60代(N=71)

「知っている」

70代～(N=53)

Q18-1 現センターの利用状況
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Q１９－２ Q１９－１で①または②を選択した方に伺います。どのような目的で利用しましたか。（○は３つま

で） 

 現センターの利用目的をみると、「講演会や発表会に参加」が最も多く、次いで「温泉施設の利用」

や「グループでの会議や集会、勉強会等」、「図書の閲覧や調べもの」の順となっている。 

 「講演会や発表会に参加」は女性で特に高い割合となっている。 

 

 

 

 

22.4%

14.9%

32.8%

17.9%

22.4%

28.4%

19.4%

9.0%

3.0%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

グループでの会議や集会、勉強会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベントに参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

結婚式

地区住民の宿泊や娯楽

その他

無回答

Q18-2 現センターの利用目的 利用経験あり(N=67)

25.0%

10.0%

27.5%

12.5%

20.0%

27.5%

20.0%

10.0%

2.5%

0.0%

20.8%

20.8%

41.7%

25.0%

20.8%

33.3%

20.8%

8.3%

4.2%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

グループでの会議や集会、勉強会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベントに参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

結婚式

地区住民の宿泊や娯楽

その他

無回答

Q18-2 現センターの利用目的 「利用経験あり」出身者男性(N=40)

「利用経験あり」出身者女性(N=24)

24.4%

15.6%

33.3%

13.3%

28.9%

31.1%

22.2%

13.3%

4.4%

0.0%

19.0%

14.3%

33.3%

23.8%

9.5%

23.8%

14.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

グループでの会議や集会、勉強会等

サークル活動や趣味の活動

講演会や発表会に参加

コンサートやイベントに参加

図書の閲覧や調べもの

温泉施設の利用

結婚式

地区住民の宿泊や娯楽

その他

無回答

Q18-2 現センターの利用目的 「利用経験あり」～60代(N=45) 「利用経験あり」70代～(N=21)
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Q２０ あなたは、小国町にこれからのまちづくりの拠点となる施設をつくるとしたら、どのような機能が必要

とお考えですか。（○はいくつでも） 

 町出身者からみて、次期センターに必要な機能として最も多く挙げられたのは、「外部に小国の魅

力を発信する情報コーナー」であり、次いで「様々なサークル活動や趣味が楽しめる場」、「高齢

者の健康づくり活動ができるスペース」等が多くなっている。 

 年代別でみると、「外部に小国の魅力を発信する情報コーナー」を求める声は 70 歳以上の出身者

の方がより高く、逆に「様々なサークル活動や趣味が楽しめる場」は 60 歳までの世代の方がより

高い割合となっている。 

 

 

43.3%

27.4%

16.8%

19.7%

15.9%

26.0%

10.6%

31.3%

27.4%

45.7%

13.0%

17.3%

8.7%

14.4%

9.6%

18.8%

32.2%

40.9%

5.8%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q19 次期センターに必要な機能 出身者(N=208)
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47.5%

28.7%

16.8%

15.8%

19.8%

28.7%

9.9%

28.7%

32.7%

41.6%

13.9%

18.8%

7.9%

14.9%

7.9%

20.8%

37.6%

40.6%

4.0%

7.9%

38.7%

26.4%

17.0%

23.6%

11.3%

23.6%

11.3%

33.0%

21.7%

50.0%

12.3%

16.0%

9.4%

14.2%

11.3%

17.0%

26.4%

40.6%

7.5%

17.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q19 次期センターに必要な機能 ～60代(N=101) 70代～(N=106)

45.1%

26.8%

17.6%

21.6%

17.0%

26.8%

11.1%

30.7%

28.8%

48.4%

13.1%

19.0%

10.5%

15.7%

10.5%

20.3%

32.0%

41.2%

5.2%

10.5%

39.6%

30.2%

13.2%

15.1%

13.2%

24.5%

9.4%

32.1%

24.5%

39.6%

13.2%

13.2%

3.8%

11.3%

7.5%

15.1%

34.0%

41.5%

7.5%

17.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

様々なサークル活動や趣味が楽しめる場

コンサートや発表会等の集会ホール

図書館（室）

農産加工・実習室

親子で遊べるコーナー・交流スペース

小国町の歴史や文化を学べるスペース

写真、文芸等の町民展示スペース

特産物等の販売スペース

喫茶や飲食、サロンスペース

外部に小国の魅力を発信する情報コーナー

創作活動ができる工房・作業スペース

移住や体験学習等の相談窓口

行政相談や手続き等ができる窓口

起業や創業に向けた貸しオフィススペース

日用品や食料品等が購入できるスペース

町内の団体やNPO等が活動できるような事務スペース

温泉などの保養ができるスペース

高齢者の健康づくり活動ができるスペース

その他

無回答

Q19 次期センターに必要な機能 町生まれ(N=153) 町育ち(N=53)
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Q２１ 小国町には全国的にみても独特な山村文化があります。こうした小国町の文化のうち、あなたが後

世に残したいと思うものは何ですか。（○はいくつでも） 

 町独自の山村文化で後世に残すべきものとして、町出身者の約８割が「伝統的な食文化」を第１

位に挙げており、次いで「歴史文化」や「狩猟文化」、「生活文化・技術」が５割以上と比較的高

い割合となっている。 

 男女別でみると、わずかな差ではあるが、「歴史文化」や「狩猟文化」は男性の方が、「伝統的な

食文化」や「生活文化・技術」は女性の方が高くなっている。 

 出身別で比較すると、上位項目はいずれも町生まれの人よりも町育ちの人の方がわずかながら高

い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79.3%

45.7%
57.7% 59.1%

39.9%

56.3%

3.4% 3.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q20 残すべき山村文化 出身者(N=208)

78.2%

46.6%

63.2% 61.7%

37.6%

54.9%

4.5% 2.3%

80.9%

42.6%
48.5% 52.9%

44.1%

60.3%

1.5% 5.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q20 残すべき山村文化 出身者男性(N=133)

出身者女性(N=68)

83.2%

40.6%

61.4% 64.4%

35.6%

54.5%

3.0% 1.0%

75.5%

50.9% 54.7% 54.7%
44.3%

57.5%

3.8% 6.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q20 残すべき山村文化 ～60代(N=101) 70代～(N=106)

77.8%

40.5%

57.5% 59.5%

41.8%
53.6%

3.9% 3.9%

84.9%

60.4% 60.4% 60.4%

35.8%

64.2%

1.9% 1.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

伝統的な

食文化

伝統芸能 狩猟文化 歴史文化 民俗文化 生活文化

・技術

その他 無回答

Q20 残すべき山村文化 町生まれ(N=153) 町育ち(N=53)
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Q２２ 小国町独自の山村文化を後世に継承していくためにはどのような取組が必要とお考えですか。（○

はいくつでも） 

 町独自の山村文化を後世に残すために必要な取組としては、「学校教育の中で子どもたちに伝えて

いく」とする回答が最も多く、約３分の２がこれを挙げている。このほか、「山村文化の担い手の

活動を支援する」や「体験交流や観光により産業振興につなげる」、「転入者を増やして担い手を

確保する」などが一般住民と比べて高い割合となっている。 

 世代別でみると、60 代までの世代の方が様々な取組について必要とする人の割合が高く、特に産

業振興につなげることや担い手の確保が必要という意見が 70 代以上の世代よりも多い。 

 

 

 

  

64.4%

32.7%

41.3%

21.2%

32.2%

51.0%

37.5%

53.4%

4.8%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

学校教育の中で子どもたちに伝えていく

町民が生活文化を広く学べる講座を開催

転入者を増やして担い手を確保する

資料館や展示館を整備する

映像や資料として記録を残す

体験交流や観光により産業振興につなげる

山村文化に係るイベントやフェアを開催する

山村文化の担い手の活動を支援する

その他

無回答

Q21 山村文化を残すために必要な取組 出身者(N=208)

67.3%

31.7%

43.6%

18.8%

32.7%

55.4%

39.6%

58.4%

3.0%

1.0%

62.3%

34.0%

39.6%

23.6%

32.1%

46.2%

35.8%

48.1%

6.6%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

学校教育の中で子どもたちに伝えていく

町民が生活文化を広く学べる講座を開催

転入者を増やして担い手を確保する

資料館や展示館を整備する

映像や資料として記録を残す

体験交流や観光により産業振興につなげる

山村文化に係るイベントやフェアを開催する

山村文化の担い手の活動を支援する

その他

無回答

Q21 山村文化を残すために必要な取組 ～60代(N=101) 70代～(N=106)
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３．調査結果のポイント 

 

以上の調査結果のポイントを整理すると以下のとおりである。 

 

■豊かな自然環境や美しい景観は、世代を問わず、また現住民・元住民のいずれからも当町の魅力として

高く評価されているが、雪の多さについては居住環境として評価する上でマイナスと感じる人が多い 

豊かな森林資源や水資源とそれらが創り出す四季折々の美しい景観については、中高生を含むい

ずれの世代の町民からも町の魅力として高く評価されているが、一般町民以上に町出身者において

これらへの評価が高くなっている。都市部等を含む様々な環境での生活を経験してきた他出者によ

る高い評価は、小国町の豊かで良好な自然環境が客観的にみていかに優れた地域資源であるかを示

唆するものである。 

一方、冬季の積雪は、住民等から高く評価されている「豊かな森林資源や水資源」を支えている

自然環境の構成要素の一部ではあるものの、冬季の積雪の多さに対してはマイナス要素と評価する

人が多くなっている。町の除雪体制や冬の交通体制に対しては約半数が「満足」としている一方で、

「冬期の雪下ろしや雪かきが大変」という声が６割近くと多く聞かれており、家や敷地廻りの雪処

理の苦労から、暮らし続ける場所として評価する際には、こうした雪の多さがマイナスと感じられ

ていることがうかがえる。 

 

■町への愛着は町で生まれ育った人ほど強く、また愛着が強いほど居住継続意向やＵターン志向も強い

が、働く場があるかどうかが住み続ける（Ｕターンする）上での大きな障害となっている 

町への愛着は転居経験のない人、すなわち町で生まれ育った人の方が強く、さらに町への愛着が

強いほど高い居住継続意向が示されている。この傾向は中高生にも同様に見られ、町で生まれ育っ

た子どもほど町に愛着を感じており、将来も町で暮らしたいとしている。 

しかし、全体としてみると、将来も町で住み続けたいという町民は約５割にとどまっており、特

に 40 歳までの働き盛りの世代ほど転出意向が強く示されている。そして今後力を入れるべき施策

として「地域産業の振興と雇用の場の創出」が特に多くから指摘されていることを踏まえると、こ

うした若い世代の転出意向の背景には就労環境に対する不安があることがうかがえる。 

町への将来的な居住について消極的な回答をした中高生からも、その理由として、町には働くと

ころが少ないことや、町にはない職種・企業への就職を希望することなどが上位に挙げられており、

就職への不安が暮らし続けることへの不安に直結していることが示唆される。 

一方、町出身者をみると、回答者の大部分は 60 代以上で、余生を生まれ育った土地で過ごした

いという想いからＵターンを希望している人が多いため、今後町に戻る際には医療や介護・福祉の

体制を重視するという声が多いが、そのような町出身者から見ても、今後町が力を入れるべき施策

の第１位が「地域産業の振興と雇用の場の創出」で突出しており、自身の就職への不安という意味

合いではなく、町の今後の発展を考えたときに、産業振興と雇用の場の創出が最大の課題と捉えら

れていることが分かる。 
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■総合戦略での３つの基本目標は住民からも力を入れるべき施策として指摘されており、特に地域間の交

流促進による新しい人の流れの創出は、町出身者からより強く必要性を指摘されている 

町で暮らしやすくしていくために今後力を入れるべきこととして、総合戦略での柱となる３つの

基本目標に沿った項目が上位に挙げられた。すなわち、「地域産業の振興」を筆頭に「子育て支援

の充実」、「若者やリタイア世代の移住促進」に関わる施策の推進が最も多く望まれており、総合戦

略の基本フレームとして想定している方向性が住民の認識と合致していることが把握された。 

また、特に「都市部の若者やリタイア世代の移住促進」や「田舎暮らし体験の実施など、都市と

の交流活動の推進」の必要性については、一般町民よりも町出身者から多く指摘されている。町出

身者は一歩離れた目線で客観的に町の魅力を評価しているからこそ、その魅力やポテンシャルを活

かし、地域間交流等により外部から人の流れをつくることが重要と考えていると示唆される。 

 

■町出身者の方が一般住民よりも町独自の山村文化に対する評価は高く、その継承に向けた取組の必要

性も町出身者の方がより強く感じている 

町の独特な山村文化に対しては、残すべき資産として一般住民も高く評価しているが、町出身者

の方がその評価は総じて高く、特に伝統的な食文化については約８割の町出身者が残すべきとして

いる。 

そして、この独特の山村文化を次代に継承する手法について、一般住民と町出身者の回答を比較

すると、「山村文化の担い手の活動を支援する」や「体験交流や観光により産業振興につなげる」、

「転入者を増やして担い手を確保する」などについては、町出身者の方が一般住民よりも高い割合

となっている。このように、新しい人の流れやしごとづくりに資する取組と絡めることで町独自の

山村文化の保存・継承を図るべき、という意見が、現在町に住む住民よりも、むしろ今は町を離れ、

客観的に町の魅力や長所・短所を評価する目線を持つ町出身者から多く挙げられた点は注目すべき

である。 

 

■しごとづくり、子育て支援、多世代の交流などの拠点となるまちづくりの中核施設が望まれている 

現センターの利用状況から、集会やサークル活動、図書の閲覧機能を中心に、世代を超えた社会

教育機能を現在も有していることが明らかとなった。また、次期センターに必要な機能としては、

一般住民、中高生ともに「集い」と「学び」をキーワードとした機能に対してニーズが多く寄せら

れた。 

一方、町出身者からは、次期センターに求める機能として、「外部に小国町の魅力を発信する情

報コーナー」が最も多くから挙げられた。上述のように、町出身者が一般住民よりも町独自の山村

文化に対して高く評価していることを踏まえると、それらを積極的に外部に発信していく情報発信

機能やそれらを活かした交流活動等の推進機能を有するまちづくり拠点を整備することにより、山

村文化の保全・継承と課題であった産業振興を同時に果たしていく必要性を町出身者が強く認識し

ていることが示唆される。 

 


